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使用しているスキンによっては、このガイドで示される画面は実装状態と異なる場合があります。相違点は軽微なものです。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、Oracle Stream Analyticsアプリケーションの様々な状況において、表示、開発、構成および監視を行うことができるブラウザベースのツールです。Oracle Stream Analyticsサーバーおよびドメインを管理することもできます。
この章の内容は次のとおりです。
ビジュアライザを使用して次のタスクを実行できます。
図1-1に示すように、Oracle Stream Analytics Visualizerには、次のメイン・ペインがあります。
図1-1 Oracle Stream Analytics Visualizerウィンドウの例

図1-1は、NonClusteredServerという単一サーバー・インスタンスを含むドメインを示します。サーバーには、com.bea.wlevs.dataservices、cql、fx、およびsignalgenerationという4つのデプロイされたアプリケーションが含まれます。ここで、cqlは、現在開かれているアプリケーションです。右ペインには、ダッシュボードがあります。com.bea.wlevs.dataservicesと呼ばれるアプリケーションは、Oracle Stream Analytics Visualizer自体と関連付けられており、Oracle Stream Analyticsサーバー・インスタンスに常にデプロイされます。詳細は、「アプリケーションの管理」を参照してください。
このペインには、最も使用頻度の高いボタンが含まれます。
このペインには、ドメインのドメイン・ツリーが表示され、これには、Oracle Stream Analyticsサーバー・インスタンス、各サーバー・インスタンス内のデプロイされたアプリケーションやサービス、およびドメイン・レベルのセキュリティ構成など、ドメインに含まれるすべてのオブジェクトが含まれます。
ドメイン名は、Oracle Stream Analyticsサーバーのconfig.xmlファイルのドメイン要素によって決定されます。たとえば、config.xmlファイルが次のような場合、ドメイン・ツリーはmydomainという名前になります。
左ペインの下半分にある「アイテムを開く」ボックスには、現在開いているアイテムが一覧表示されるので、簡単に操作から離れたウィンドウに戻ったり、ウィンドウを閉じたりできます。リフレッシュが必要な開いているパネルは、オープン・アイテムリストで赤い「x」でマークされます。詳細は、「リフレッシュが必要なパネル」を参照してください。
このペインには複数のドキュメント・コンテナが含まれます。複数のドキュメントを開くと、それらは他のドキュメントの上に重なって表示されます。
このペインには、左ペインでクリックしたオブジェクトに関する情報が表示されます。情報の形式はオブジェクトに依存します。たとえば、左ペインのドメイン・ツリーでデプロイされたアプリケーションをクリックすると、右ペインにはアプリケーションに関する一般情報(「全般」タブ)およびアプリケーションのイベント処理ネットワークの各種ビジュアル表示(「イベント処理ネットワーク」タブ)が表示されます。ストリームやプロセッサなどのネットワークの特定のステージをクリックすると、右ペインにはそれらの全般情報と、プロセッサのルールなどステージ固有の情報が表示されます。詳細は、「イベント処理ネットワーク」を参照してください。
リフレッシュが必要な開いているパネルは、パネルのタイトルで赤い「x」でマークされます。詳細は、「リフレッシュが必要なパネル」を参照してください。
表1-1は、右ペインの右上隅にあるボタンについて説明しています。これらのボタンは、パネルの管理に使用できます。ただし、「開いているパネルの最大数」プリファレンスを1に設定した場合、これらのボタンは表示されません(「ユーザー・プリファレンスの管理」を参照してください)。
表1-1 パネル・コントロール
| ボタン | 説明 |
|---|---|
パネルを最小化します。 | |
パネルをウィンドウ・サイズに最大化します。 | |
パネルを最大化します。 | |
すべてのパネルを閉じます。 | |
パネルを閉じます。 |
図1-2は、Oracle Stream Analytics Visualizerダッシュボードを示し、これは「パフォーマンス管理」画面で、実行中のアプリケーションおよびそのステージのスループットと待機時間、または2つのステージ間のパスを監視するために使用できます。最上位ペインで「ダッシュボード」ボタンをクリックすると、ダッシュボードに移動します。
図1-2 Oracle Stream Analytics Visualizerダッシュボード

ダッシュボードには次の2つのメイン・セクションが含まれます。
この監視機能の使用方法に関する詳細は、「EPNステージまたはパスのスループットおよび待機時間の監視」を参照してください。
ViewStreamパネルの主な目的は、ユーザーが所定のHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・チャネルへパブリッシュされているイベントを追加作業なしに監視できるようにすることです。これは、アプリケーションのデバッグやEPNに流れ込むイベントの単なる監視に役立ちます。
Oracle Stream Analytics Visualizerの最上位パネルにあるViewStreamボタンをクリックすると、図1-3で示すような「ストリーム・ビジュアライザ」パネルが表示されます。
図1-3 Oracle Stream Analytics Visualizer「ストリーム・ビジュアライザ」(ViewStream)

「パブリッシュ/サブスクライブ・サーバーURL」テキスト・ボックスには、Oracle Stream Analyticsに含まれるHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーURLが表示されます。「クライアントの初期化」ボタンをクリックすると、プロセスが開始されます。このパネルで説明されたオプションを使用して、チャネルへのメッセージのサブスクライブまたはパブリッシュのいずれかを実行できます。
ユーザー/内部チャネルをサブスクライブし、チャネル上にイベントを表示したり、ユーザー/内部チャネルへパブリッシュできます。
詳細は、次を参照してください。
「イベント処理ネットワーク」(EPN)パネルの主な目的は、ユーザーがOracle Stream Analyticsアプリケーション内のステージおよび生成/消費する各種イベント・タイプの全体を表示できるようにすることです。
左ペインでは、「アプリケーション」ノードに移動し、ノードを展開します。アプリケーションを選択し、右ペインでは、「イベント処理ネットワーク」タブをクリックすると、図1-4で示すようにEPNを表示できます。
図1-4 「イベント処理ネットワーク」パネル

イベント処理ネットワークの任意のステージを右クリックして、表1-2で説明されているイベント処理ネットワーク・コンテキスト・メニューからオプションを選択できます。
| 表1-2 イベント処理ネットワーク・コンテキスト・メニュー
|
アプリケーションのアンインストールや再デプロイなどの一部の操作では、開いているパネルをリフレッシュする必要があります。
Oracle Stream Analytics Visualizerがアプリケーションの再デプロイメント通知を受信すると、開いているすべての影響を受けるパネルに伝達し、パネルのタイトルを赤い「x」でマークしてこのパネルが廃止されていることを示します。そのようなパネルをリフレッシュするには、パネルを閉じて、もう一度開きます。
たとえば、図1-5は、再デプロイされたアプリケーションの「イベント処理ネットワーク」タブを示します。
図1-5 「イベント処理ネットワーク」タブ: リフレッシュが必要

この項では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して実行できる主な管理タスクを説明し、これには次の内容が含まれます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、開発しデプロイしたアプリケーション、およびcom.bea.wlevs.dataservicesアプリケーションなど、Oracle Stream Analyticsサーバーによってデプロイされるアプリケーションを監視および構成できます。イベント処理ネットワーク(EPN)、アプリケーション・ライフサイクル、およびOracle CQLルールを監視して構成できます。
詳細は、次を参照してください。
com.bea.wlevs.dataservicesアプリケーション(省略してdataservicesと呼ばれます)は、Oracle Stream Analytics Visualizerの内部にあり、Oracle Stream Analyticsサーバー・インスタンスを起動するたびに自動的にデプロイされます。データサービス・アプリケーションはアンインストールできません。
このアプリケーションの目的は診断モニター・メトリック用のフィルタを提供することです。アプリケーション自身はアダプタ、ストリーム、およびプロセッサで構成されたOracle Stream Analyticsアプリケーションです。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle Stream Analyticsサーバー・インスタンスおよびその提供するサービス(JMXなど)、データ・ソース、Jetty Webサーバー、ワーク・マネージャ、永続イベント・ストア、イベント・タイプ・リポジトリ、HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーおよびログを管理できます。
詳細は、「サーバーおよびドメインのタスク」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle Stream Analyticsサーバーとアプリケーションのセキュリティ(ユーザー、グループ、ロール、SSLおよびHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーへのアクセスなど)を管理できます。
詳細は、「セキュリティ・タスク」を参照してください。
Oracle Stream Analyticsサーバー・インスタンスおよびそのデプロイ済アプリケーションの構成の大半は更新できますが、更新できない一部のフィールドがあります。次のルールは、更新できるフィールドを決定します。
Oracle Stream Analytics Visualizerウィンドウでフィールドの更新が許可されるとき、「編集」、「保存」、「取消」という3つのボタンが表示されます。「編集」ボタンをクリックすると、フィールドを変更できます。「保存」をクリックすると、サーバーへの変更を確定し、「取消」をクリックするとキャンセルします。
config.xml)の大半は読取り専用ですが、一部の情報は変更できます。この種の情報の例には、ワーク・マネージャ、ロギング・サービス、およびHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーのユーザー定義チャネルの構成が含まれます。 注意:
HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーの内部チャネルは変更も削除もしないでください。これらの内部チャネルを変更または削除した場合、Oracle Stream Analytics Visualizerは正しく動作しません
サーバー構成は、「編集」、「保存」、および「取消」の3つのボタンも更新します。
注意:
前述のルールは、対象の更新タスクを実行するために必要な認証資格証明を使用してOracle Stream Analytics Visualizerにログインしたと想定しています。
詳細は、Oracle Stream Analyticsの管理のサーバー構成に関する項を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、重要なサービスを次のような様々なOracle Stream Analyticsユーザーに提供します。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してOracle Stream Analyticsサーバー・インスタンスに接続する管理者は、ロール・ベースの認可を使用してアクセス権を取得します。Oracle Stream Analytics Visualizerの使用時に認証が成功したユーザーには、グループ・メンバーシップに基づいてロールが割り当てられ、ユーザーが保持するロールに応じてそれ以降の管理機能へのアクセスが制限されます。匿名ユーザー(認証されていないユーザー)は、Oracle Stream Analytics Visualizerへのアクセス権を持ちません。
管理者が「構成ウィザード」を使用して新規ドメインを作成するとき、wlevsAdministratorsグループの一部となる管理者ユーザーを入力します。デフォルトでは、この情報はファイルベースのプロバイダ・のファイルストア内に格納されます。パスワードは、SHA-256アルゴリズムを使用してハッシュされます。ドメインが作成されると、管理者はOracle Stream Analytics Visualizerを使用して新規グループを作成し、ロールをグループに割り当てた後、新規ユーザーを作成してユーザーをグループに割り当てます。
詳細は、「ユーザー、グループ、およびロールの管理」を参照してください。
注意:
Oracle Stream Analytics Visualizerのセキュリティ機能は、Oracle Stream Analyticsサーバーに対してセキュリティを有効化している場合のみ機能します。Oracle Stream Analyticsサーバーのセキュリティを無効化する場合は、次のように機能します。
- Oracle Stream Analytics Visualizerは、デフォルトのユーザー、グループ、およびロールを提供しません。
- 新規ユーザー、グループ、およびロールは作成できません。
- 最初にOracle Stream Analytics Visualizerにアクセスするときのログイン・ページはありますが、ユーザーおよびパスワードに何でも入力できます。
- 匿名のユーザーはOracle Stream Analytics Visualizerにアクセスできます。
詳細は、Oracle Stream Analyticsの管理のユーザー、グループおよびロールに関する項を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、Javaローカリゼーションを監視し、すべての構成ファイルとOracle Stream Analytics Visualizerテキスト・エントリ・フィールドでダブルバイト文字の使用をサポートします。
この項では、ダブルバイト・ロケールでOracle Stream Analytics Visualizerを使用するときの注意事項を説明し、これには「構成ファイルのエンコーディング: UTF-8」が含まれます。
注意:
デフォルトでOracle Stream Analytics Visualizerは英語のリソース・バンドルで出荷されますが、Oracle Stream Analytics Visualizerユーザー・インタフェースで表示されるすべてのテキストが提供されます。
Oracle Stream Analyticsサーバーは、すべての構成XMLファイルをUTF-8エンコーディング方式でエンコードします。このエンコーディングは、すべてのOracle Stream Analytics構成XMLファイルのヘッダーで指定されます。次の例では、config.xmlファイルに指定されたエンコーディングを示します。
手動でOracle Stream Analytics構成XMLファイルを編集するとき、必ずファイルをUTF-8エンコーディング方式で保存します。一部のエディタは、構成XMLファイルをencoding属性に基づいて自動的に正しいエンコーディング方式で保存します。ただし、エディタの中には、正しいエンコーディング方式で自動的に構成XMLファイルを保存しないものもあります。この場合、Oracle Stream Analytics構成XMLファイルを保存するとき、UTF-8エンコーディング方式を選択していることを確認する必要があります。
Oracle Stream Analytics Visualizerテキスト・フィールドにはいずれも、ダブルバイト文字を入力できます。Oracle Stream Analytics VisualizerおよびOracle Stream Analyticsサーバーは、常に適切なUTF-8エンコーディング方式で構成XMLファイルに書き込みを行います。
この章では、Oracle Stream Analyticsサーバー・インスタンスおよびサーバー・インスタンスにデプロイされているアプリケーションの管理、構成および監視を行うツールであるOracle Stream Analytics Visualizerについて、開始方法およびプリファレンスの設定方法を説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「Oracle Stream Analytics Visualizer」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを起動する前に、「前提条件」で説明されているように、システムが最小限の前提条件を満たしていることを確認します。
Oracle Stream Analytics Visualizerの起動方法を選択します。
Oracle Stream Analytics Visualizerの起動後、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、Oracle Stream Analyticsサーバー・インスタンス、およびサーバー・インスタンスにデプロイされているアプリケーションの管理、構成および監視を開始できます。通常のタスクに関する詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを起動するには、次の前提条件を満たしている必要があります。
コンピュータにインストールされているFlash Playerの最新バージョンのテストに関する詳細は、Adobe Flash Player Webサイトのバージョン・テストに関する項(http://kb.adobe.com/selfservice/viewContent.do?externalId=tn_15507)を参照してください。
詳細は、http://www.adobe.com/products/flashplayer/を参照してください。
「前提条件」で説明されているように最小限の前提条件を満たすブラウザを使用して、Oracle Stream Analytics Visualizerを起動できます。
注意:
ほとんどのビジュアライザの機能がサポートされていないため、IPV6専用ブラウザは使用しないでください。
ブラウザからのビジュアライザの開始
「前提条件」を参照してください。
hostは、Oracle Stream Analyticsが実行中のコンピュータ名を指し、portは、サーバーに構成されているJetty NetIOポートを指します(デフォルト値9002)。
ポート番号は、Oracle/Middleware/my_oep/user_projects/domains/DOMAIN_DIR/servername/configディレクトリにあるconfig.xmlファイルで構成されています。ポート番号は、次の例(関連パートのみ表示)で示されるように、Jettyサーバーに構成されたnetioオブジェクトのport子要素の値です。
たとえば、ブラウザがOracle Stream Analyticsと同じコンピュータで実行中であり、デフォルトのポートを使用する場合は、次のURLを起動します。
HTTPSを使用してOracle Stream Analytics Visualizerへ接続する場合、SSLポート番号を指定します。これは、secure-network-io-nameというJetty要素によって参照されるnetio要素に割り当てられたポートです。デフォルト値は9003です。
たとえば、次の構成があるとします(関連する部分のみを示します)。
次のURLを使用します。
図2-1で示すように、「ログイン」画面が表示されます。
図2-1 Oracle Stream Analytics Visualizer「ログイン」画面

注意:
Oracle Stream Analytics Visualizerのセキュリティ機能は、Oracle Stream Analyticsサーバーに対してセキュリティを有効化している場合のみ機能します。Oracle Stream Analyticsサーバーのセキュリティを無効化する場合は、次のように機能します。
- Oracle Stream Analytics Visualizerは、デフォルトのユーザー、グループ、およびロールを提供しません。
- 新規ユーザー、グループ、およびロールは作成できません。
- 最初にOracle Stream Analytics Visualizerにアクセスするときのログイン・ページはありますが、ユーザー名およびパスワードに何でも入力できます。
詳細は、Oracle Stream Analyticsの管理のユーザー、グループおよびロールに関する項を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerの実行中にサーバーを停止すると、サーバー・プロキシの情報メッセージが表示されることがあるので注意してください。通常エラーではありません。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、マルチサーバー・ドメインを管理できます。「ブラウザからのビジュアライザの開始」で説明されているように、ホストおよびポートに基づいて特定のOracle Stream Analyticsサーバーに接続すると、Oracle Stream Analytics Visualizerが機能します。
マルチサーバー・ドメインの場合、ドメイン内の1つのOracle Stream Analyticsサーバーに接続し、そのサーバーから他のサーバーにアクセスします。マルチサーバー・ドメイン内のすべてのサーバーは、Oracle Stream Analytics Visualizerをホストするための候補であり、これらのサーバーからドメイン内のすべての他のサーバーを管理します。ただし、パフォーマンスの面を考慮して、Oracle Stream Analytics Visualizerをホストするサーバーを1つ選択し、マルチサーバー・ドメイン内の1つのサーバーを除くすべてのサーバーからのOracle Stream Analytics Visualizerへのアクセスを無効化することをお薦めします。
単一点障害を防ぐため、Oracle Stream Analytics Visualizerをドメイン内のn台のマシンの小さいサブセットで有効にすることを検討してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerをマルチサーバー・ドメインで使用するとき、左ペインのナビゲーション・ツリーは、ドメイン内の変更を反映するように自動的にリフレッシュされます。たとえば、新しいサーバーがドメインに参加するとき、そのサーバーはナビゲーション・ツリーに自動的に表示されます。逆に、サーバーがドメインから離脱する場合、そのサーバーは自動的にナビゲーション・ツリーに表示されなくなります。
注意:
マルチサーバー・ドメイン内の1つ以上のOracle Stream Analyticsサーバーが異なるホストにある場合、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してマルチサーバー・ドメインを管理するためには、
server-host-name要素が必須です。また、(マルチサーバー環境かスタンドアロン・サーバー環境かにかかわらず、)複数のIPアドレスが構成されているホスト・マシンにサーバーをデプロイする場合も、この要素が必須です。各Oracle Stream Analyticsサーバーのconfig.xmlでcluster要素の子要素server-host-nameを構成する必要があります。詳細は、Oracle Stream Analyticsの管理の
config.xmlに関する項を参照してください。
マルチサーバー・ドメイン内のすべてのサーバーで、サーバーとアプリケーションの両方の構成管理、および操作管理(診断やイベント・レコード/再生など)を実行できます。
マルチサーバー・ドメインでのビジュアライザの開始
たとえば、3つのサーバー(defaultserver、server1、およびserver2)を含むマルチサーバー・ドメインがあると仮定します。各サーバー・ディレクトリはドメイン・ディレクトリ/Oracle/Middleware/my_oep/user_projects/domains/myDomainの子ディレクトリです。
詳細は、Oracle Stream Analyticsの管理のconfig.xmlに関する項を参照してください。
詳細は、Oracle Stream Analyticsの管理のマルチサーバーの管理に関する項を参照してください。
この例では、defaultserverがOracle Stream Analytics Visualizerアクセスをホストします。
-disablevisualizerフラグを指定します。defaultserverがOracle Stream Analytics Visualizerをホストすると、他の2つのサーバーからOracle Stream Analytics Visualizerへのアクセスを無効化する必要があります。この場合、各サーバーを次の手順で起動します。
詳細は、Oracle Stream Analyticsの管理のOracle Stream Analyticsのマルチサーバーの管理に関する項を参照してください。
詳細は、「ブラウザからのビジュアライザの開始」を参照してください
Oracle Stream Analytics Visualizerでは、ユーザー・プリファレンスを使用して動作をカスタマイズできます。
ユーザー・プリファレンスを管理するには:
| 表2-1 Oracle Stream Analytics Visualizerプリファレンス属性
|
プリファレンスが正常に変更されると、確認メッセージが表示されます。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、Adobe Flexを使用するWebアプリケーションです。この項では、JAWSなどのようなスクリーン・リーダーを使用するときにOracle Stream Analytics Visualizerのアクセシビリティを向上する方法を説明します。
詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerアクセシビリティを向上する手順:
「ユーザー・プリファレンスの管理」を参照してください。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerで実行できる一般的なアプリケーション・タスクを紹介し、これには、イベント処理ネットワーク(EPN)の管理、アプリケーション・ライフサイクルの管理、Oracle CQLルールの管理、および構成履歴の管理があります。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Stream Analyticsイベント処理ネットワーク(EPN)は、Oracle Stream Analyticsアプリケーションの各種Oracle Stream Analyticsコンポーネント間の相互接続を表します。Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、EPNを管理できます(これにはステージの構成、イベントの記録および再生、ステージやパスのスループットおよび待機時間の監視に関する表示および変更が含まれます)。ステージを右クリックすると、便利なコンテキスト・メニューから共通のステージ関連機能を選択できます。
詳細は、次を参照してください。
アプリケーション・ライフサイクル全体を管理できます。これには、アプリケーションのアップロード、そのデプロイ、アプリケーションの一時停止と再開、およびアプリケーションのデプロイ解除が含まれます。
詳細は、「アプリケーション・ライフサイクル」を参照してください。
ユーザーが開発しデプロイするOracle Stream AnalyticsアプリケーションもOracle Stream Analyticsサーバーがデプロイするアプリケーションも、そのOracle CQLプロセッサ内のルールは作成、置換および削除できます。
作成した問合せはいずれもOracle Stream Analytics Visualizerで使用されてサーバー上の構成ファイルを更新するので、注意する必要があります。ただし、これがアプリケーションに反映されるのをOracle JDeveloper内から確認することはできないため、変更を有効にするには、問合せをOracle Stream Analytics Visualizerからアプリケーションにコピーして貼り付ける必要があります。
詳細は、「Oracle CQLルール」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle Stream Analyticsコンポーネントに行う構成変更を管理できます。変更履歴を見直して、変更を前のバージョンへ戻す(ロールバックする)ことができます。スタンドアロン・サーバーおよびマルチサーバー・ドメインの両方で任意のリソースまたはアプリケーションに関してこれらの操作を実行できます。
また、wlevs.Adminコマンドライン・ツールを使用して構成履歴を管理できます。
詳細は、次を参照してください。
wlevs.Adminユーティリティの概要に関する項を参照してください。 Oracle Stream Analyticsは、デフォルトで、リソースおよびアプリケーションの構成履歴管理を提供します。
任意で、サーバー用のstartwlevsスクリプトを編集してcom.oracle.ocep.config.version.enabledシステム・プロパティを最後の行に追加することによって、この機能を無効化できます(実際には、コマンドは1行にする必要があります)。
この機能を無効にすると、Oracle Stream Analyticsはマルチサーバー・ドメイン内のOracle Stream Analyticsサーバー間でルールを伝播できません。この場合、ルールの変更を伝播するには、マルチサーバー・ドメイン内のすべてのサーバーでルールを手動で更新する必要があります。
この機能を無効化して再度有効化する場合は、次の手順で実行する必要があります。
-Dcom.oracle.ocep.config.version.enabledシステム・プロパティを削除するか、またはこれをtrueに設定します。この手順に失敗すると、マルチサーバー・ドメイン内でルールが伝播されず、Oracle Stream Analytics Visualizerがマルチサーバー・ドメイン内のOracle Stream Analyticsサーバーのビューの整合性を維持できなくなる可能性があります。
構成履歴内の変更レコードをパージする頻度、および各パージで保持するレコード数(パージしないレコード)を設定できます。これらの設定を使用して、パフォーマンスを向上することができます。頻繁にパージして保持するレコードを少なくすると、パフォーマンスが向上する場合があります(実行時にアプリケーションで多数の構成変更が動的に行われる場合など)。
これらの設定は、Oracle Stream Analyticsサーバーの起動時に渡すシステム・プロパティで構成します。システム・プロパティは次のとおりです。
com.oracle.ocep.config.version.changeRecordsPurgeFrequency -- 各パージ間の時間(秒単位)。デフォルト値は3600 (1時間)です。 com.oracle.ocep.config.version.numSavedChangeRecords -- 古い変更レコードのパージ時に保存される変更レコード数。デフォルト値は25です。 これらを設定するには、サーバー用のstartwlevs.cmdスクリプトを編集して、システム・プロパティを最後の行に追加します(実際には、コマンドは1行にする必要があります)。
たとえば、パージ頻度を10分に設定して50個のレコードを保持するには、次のようなコマンドを使用します。
変更を有効にするには、Oracle Stream Analyticsサーバーを再起動する必要があります。
次のOracle Stream Analyticsリソースの構成履歴を管理できます。
詳細は、「リソース構成履歴の管理」を参照してください。
任意のアプリケーションの構成履歴を管理できます。これによって、任意のアプリケーションのすべてのリソースに対するすべての構成変更のサマリーを確認できます。
詳細は、「アプリケーション構成履歴の管理」を参照してください。
アプリケーションをデプロイするとき、Oracle Stream Analyticsサーバーはアプリケーションの新しい構成履歴を作成します。
アプリケーションを更新するとき、Oracle Stream Analyticsサーバーは既存の構成履歴を消去し、アプリケーションの新しい構成履歴を作成します。
アプリケーションをアンインストールするとき、Oracle Stream Analyticsサーバーはアプリケーションの構成履歴を消去します。
詳細は、「アプリケーション・ライフサイクルの管理」を参照してください。
マルチサーバー・ドメインにアプリケーションをデプロイするとき、次の構成履歴管理の制約を考慮します。
詳細は、「マルチサーバー・ドメインの管理」を参照してください。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してデプロイ済のOracle Stream Analyticsアプリケーションのイベント処理ネットワーク(EPN)を管理する方法について説明します。EPNをグラフィックで表示する方法、EPNステージ構成の表示および編集方法、イベントのデバッグ、トレースおよびインジェクトのためのイベント・フローの記録および再生方法についても説明します。さらに、チャネルやEPNにおけるステージやパスのスループットや待機時間の監視方法についても説明します。
注意:
あるアプリケーション(application-1)が通知するチャネルを別のアプリケーション(application-2)がサブスクライブして外部ステージとして使用する場合、その通知されるチャネルの詳細をapplication-2から表示できません。このチャネルの詳細を表示するには、application-1からそれを行う必要があります。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「EPNの管理」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、デプロイされたアプリケーションのEPNを表示できます。
アプリケーションのEPNの表示
図4-1で示すように、「イベント処理ネットワーク」パネルが表示されます。
図4-1 「イベント処理ネットワーク」パネル

ステージ名がステージの上に黒文字で表示されます。たとえば、FindCrossRatesという名前のOracle CQLプロセッサがあり、そのインバウンド・チャネルの名前がFxQuoteStreamであるとします。
所定のチャネル上で送信されるイベント・タイプの名前が、接続線の下に青字のテキストで表示されます。たとえば、FxQuoteStream上で送信されるイベント・タイプはCrossRateEventです。
有機的 ツリー 階層 (デフォルト) バルーン 直交 Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、任意のステージの構成を表示し、一部のステージの構成を変更できます。
注意:
ルールおよびOracle高可用性アダプタへの変更は、同一グループ内の他のサーバーへ伝播されます。つまり、すべてのルールおよびOracle高可用性アダプタの構成は、自動的に同期されることになります。他の構成の変更は同期されません。たとえば、マルチサーバー・ドメイン内の1つのサーバーで記録/再生またはJMSアダプタの構成を変更する場合、これらの変更は同一グループ内の他のサーバーには同期されません。詳細は、「マルチサーバー・ドメイン」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、ステージの構成を表示/変更できます。
ステージの構成を表示および編集するには、次の手順を実行します。
ステージの構成が表示されます。
たとえば、図4-2はチャネルの「一般」タブを示しています。
図4-2 チャネル・ステージの「一般」タブ:「編集」をクリックする前

注意:
一部Oracle Stream Analytics Visualizerによって構成が更新されないステージもあります。構成が更新できる場合は、「編集」ボタンが表示されます。
可能がある各ステージ構成プロパティの説明は、次を参照してください。
図4-3で示すように、変更可能な属性が編集できるようになります。
図4-3 チャネル・ステージの「一般」タブ:「編集」をクリックした後

たとえば、図4-3の「最大サイズ」および「最大スレッド数」フィールドの値です。
図4-4は、チャネル・ステージの「一般」タブを示します。
図4-4 チャネル・ステージの「一般」タブ

「編集」をクリックした後、グレー表示ではない属性を変更できます。表4-1は、このステージの「一般」タブにあるすべての属性を説明しています。
表4-1 「一般」タブのプロパティ:「チャネル」
| 属性 | 説明 |
|---|---|
| 「ストリーム」または「リレーション」。 |
| チャネルの最大サイズを指定します。サイズがゼロのチャネルは、同期的にイベントを受け渡します。サイズがゼロでないチャネルはイベントを非同期的に処理し、リクエストされたサイズに従ってイベントをバッファリングします。デフォルト値は0です。 |
| このチャネルのイベントを処理するために使用されるスレッドの最大数を指定します。
この属性のデフォルト値は0です。 |
| このチャネルが送信するイベント・タイプ名。 |
| この要素を使用すると、チャネルがアプリケーション・タイムスタンプかどうか、つまり、アプリケーションが任意のタイム・ドメインを使用してタイムスタンプを各イベントへ割り当てる処理ができるかどうかを指定します。有効な値は次のとおりです。
|
| この要素は、イベント処理のためにアプリケーション・タイムスタンプとして使用する式の指定に使用します。有効な値は、Oracle CQL算術式です。 |
| システムがタイムスタンプを付けたリレーションまたはストリームでは、時間は、リレーションまたはストリームのソース上のデータの受信に依存します。Oracle Stream Analyticsは、このナノ秒を超えてアクティビティがない場合(ストリームまたは関係のソースにデータが到着しない場合)、システムがタイムスタンプを付けた関係またはストリーム上でハートビートを生成します。リレーションまたはストリームのいずれかがその指定されたソースから移入されるか、Oracle Stream Analyticsが 注意: この属性は、ストリーム以外のソースがチャネルに接続されているときのみ適用できます。 |
| パブリッシュされたアプリケーション時間が常に前回使用された値よりも大きくなる場合に指定します。 有効な値は |
詳細は、次を参照してください。
図4-5は、アップストリームOracle CQLプロセッサを使用するアウトバウンド・チャネル・ステージの「一般」タブを示します。「チャネル・パラメータ」アコーディオン・タブが選択されています。
図4-5 「一般」タブのアウトバウンド・チャネル・パラメータ

「編集」をクリックした後、グレー表示ではない属性を変更できます。表4-2は、このステージの「一般」タブにあるすべての属性を説明しています。
| 表4-2 「一般」タブのプロパティ:アウトバウンド・チャネル
|
詳細は、次を参照してください。
図4-6は、アップストリームOracle CQLプロセッサを使用するチャネル・ステージの「一般」タブを示します。「セレクタ」アコーディオン・タブが選択されています。
図4-6 アウトバウンド・チャネル・ステージの「一般」タブの「セレクタ」

「セレクタ」タブは、アップストリーム・ノードがOracle CQLプロセッサの場合のみ適用できます。
「編集」をクリックした後、「セレクタ」タブを使用すると、どのアップストリームOracle CQLプロセッサの問合せが結果をチャネルへ出力されるかを指定できます。
選択プロセッサに関連付けられた使用可能なOracle CQLルールは、プルダウン・メニューの下にリストされます。
「選択された問合せ」リストにあるルールのみがイベントをチャネルへ出力します。
注意:
問合せ名をチャネル・セレクタに追加する前に、アップストリームOracle CQLプロセッサに問合せを追加する必要があります。詳細は、「問合せウィザードによるルールの作成」を参照してください。
詳細は、「チャネル・プロパティ: アウトバウンド・チャネル」を参照してください。
図4-7は、ストリーム・ステージの「一般」タブを示します。
図4-7 チャネル・ステージの「一般」タブ

「編集」をクリックした後、グレー表示ではない属性を変更できます。表4-3は、このステージの「一般」タブにあるすべての属性を説明しています。
| 表4-3 「一般」タブのプロパティ: ストリーム
|
図4-8は、Oracle CQLプロセッサ・ステージの「一般」タブを示します。
図4-8 Oracle CQLプロセッサ・ステージの「一般」タブ

このステージ・タイプには編集可能なプロパティがありません。
図4-11は、Oracle Stream Analytics高可用性入力アダプタの「一般」タブを示します。
図4-11 Oracle Stream Analytics高可用性入力アダプタ・ステージの「一般」タブ

このステージ・タイプには編集可能なプロパティがありません。
図4-12は、Oracle Stream Analytics高可用性バッファリング出力アダプタの「一般」タブを示します。
図4-12 Oracle Stream Analytics高可用性バッファリング出力アダプタ・ステージの「一般」タブ

このステージ・タイプには編集可能なプロパティがありません。
図4-13は、Oracle Stream Analytics高可用性ブロードキャスト出力アダプタの「一般」タブを示します。
図4-13 高可用性ブロードキャスト出力アダプタ・ステージの「一般」タブ

このステージ・タイプには編集可能なプロパティがありません。
図4-14は、Oracle Stream Analytics高可用性相関出力アダプタの「一般」タブを示します。
図4-14 Oracle Stream Analytics高可用性相関出力アダプタ・ステージの「一般」タブ

このステージ・タイプには編集可能なプロパティがありません。
図4-16は、Plain Old Java Object (POJO)ステージの「一般」タブを示します。
図4-16 POJOステージの「一般」タブ

このステージ・タイプには編集可能なプロパティがありません。
図4-17は、Oracle Coherenceキャッシュ・ステージのプロパティを示します。
図4-17 Oracle Coherenceキャッシュ・ステージのプロパティ

このステージ・タイプには編集可能なプロパティがありません。
詳細は、「マルチサーバー・ドメイン」を参照してください。
図4-18は、Oracle Stream Analyticsローカル・キャッシュ・ステージのプロパティを示します。
図4-18 Oracle Stream Analyticsローカル・キャッシュ・ステージのプロパティ

「編集」をクリックした後、グレー表示ではない属性を変更できます。表4-4は、このステージの「一般」タブにあるすべての属性を説明しています。
| 表4-4 プロパティ: Oracle Stream Analyticsローカル・キャッシュ
|
Oracle Stream Analyticsのイベント・リポジトリ機能を使用すると、イベント処理ネットワーク(EPN)の中を流れるイベントを記録、格納できるため、後からイベントを再生できます。プロセッサやストリームなどのステージごとに、イベントの記録と再生を構成します。また、イベント・ソースからのイベントのみを記録でき、再生はイベント・シンクでのみ可能です(イベントはイベント・シンク・ステージの着信側に再生されます)。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して制御できる記録および再生の構成オプションは、イベント・タイプ、時間、および速度のみです。
また、「EPNにおけるイベントのトレースおよびインジェクト」で説明されているように、イベントをトレースおよびインジェクトできます。
この項では次について説明します:
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したステージのイベントを記録できます。後で、これらのイベントを再生できます(「イベントの再生」を参照してください)。
イベントを記録するには、次の手順を実行します。
図4-19で示すように、「イベント処理ネットワーク」パネルが表示されます。
図4-19 「イベント処理ネットワーク」パネル

図4-20で示すように、「記録」パネルが表示されます。
図4-20 「記録」タブ

特定のステージのOracle Stream Analytics Visualizerにおける「記録」タブは、次のセクションに分割されています。
詳細は、次を参照してください。
「記録スケジュール・エントリ」表でエントリを選択し、「編集」をクリックします。
「記録スケジュールの変更」で、「スケジュールのクリア」ボタンをクリックします。
「保存」をクリックします。
「データセット名」: simpleEventSourceアダプタ・アプリケーション構成ファイル/Oracle/Middleware/my_oep/oep/examples/ domains/recplay_domain/defaultserver/applications/ recplay/config.xmlからのrecord-parameters子要素のdataset-name要素の値。 プロバイダ名: data-source子要素に対応するrdbms-event-store-provider子要素のnameの値。 デフォルトのBerkeleyデータベース・プロバイダを使用するときは、default providerを選択します。
詳細は、「データ・ソースの構成」を参照してください。
左向き/右向きの矢印ボタンを使用して、「使用可能なイベント・リスト」から記録されたイベント・リストへ記録対象イベントを移動します。
詳細は、「イベント・タイプ・リポジトリ」を参照してください。
図4-21で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-21 記録スケジュールの確認ダイアログ

図4-22で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-22 記録スケジュールの確認ダイアログ

Oracle Stream Analytics Visualizerは、特定のステージが現在イベントを記録中または再生中かどうかのトラック情報を保持し、この情報に基づいて、「開始」および「終了」ボタンが状況に応じて有効化/無効化されます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して記録を開始するとき、Oracle Stream Analyticsは、記録エントリからイベント・タイプ情報を使用し、すぐに記録を開始し、事前にスケジュールされた時間がある場合でも、変更はされません。「終了」ボタンを使用すると、セッションの記録をすぐに終了できます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したステージの以前に記録したイベントを再生できます。
イベントの再生
図4-23で示すように、「イベント処理ネットワーク」パネルが表示されます。
図4-23 「イベント処理ネットワーク」パネル

図4-24で示すように、「記録」パネルが表示されます。
図4-24 「再生」タブ

特定のステージのOracle Stream Analytics Visualizerにおける「再生」タブは、次のセクションに分割されています。
詳細は、「永続イベント・ストア」を参照してください。
「データセット名」: SimpleEventSourceアダプタ・アプリケーション構成ファイル/Oracle/Middleware/my_oep/oep/examples/ domains/recplay_domain/defaultserver/applications/ recplay/config.xmlからのrecord-parameters子要素のdataset-name要素の値。 プロバイダ名: data-source子要素のnameに対応するrdbms-event-store-provider子要素のnameの値。 デフォルトのBerkeleyデータベース・プロバイダを使用するときは、default providerを選択します。
詳細は、「データ・ソースの構成」を参照してください。
左向き/右向きの矢印ボタンを使用して、「使用可能なイベント・リスト」から再生イベント・リストへ再生対象イベントを移動します。
詳細は、「イベント・タイプ・リポジトリ」を参照してください。
図4-25で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-25 再生スケジュールの確認ダイアログ

「スピード」: デフォルトのスピード値は1で、これが通常速度に対応しています。2の値は、イベントが元の記録速度の倍の速度で再生されることを意味します。同様に、0.5の値は、イベントが半分の速度で再生されることを意味します。
「繰返し」: この値をtrueに設定すると、スケジュールされた終了時間または手動で再生を停止するまで再生を繰り返します。この値をfalseに設定すると、1回のみ再生されます。
図4-26で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-26 再生スケジュールの確認ダイアログ

図4-27で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-27 再生スケジュールの確認ダイアログ

Oracle Stream Analytics Visualizerは、特定のステージが現在イベントを記録中または再生中かどうかのトラック情報を保持し、この情報に基づいて、「開始」および「終了」ボタンが状況に応じて有効化/無効化されます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して再生を開始するとき、Oracle Stream Analyticsは、再生エントリからイベント・タイプ情報を使用し、すぐに再生を開始し、事前にスケジュールされた時間がある場合でも、変更はされません。「終了」ボタンを使用すると、すぐに再生セッションを停止します。
イベント・インスペクタおよびストリーム・ビジュアライザを使用すると、次の操作を実行できます。
注意:
イベント・インスペクタのサービスは、Oracle Stream Analytics本番サーバーでは使用しません。開発するときにのみ使用します。
この項では次について説明します:
詳細は、次を参照してください。
また、「EPNにおけるイベントの記録および再生」で説明されているように、イベントを記録および再生できます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、静的チャネルへ現在パブリッシュ中のメッセージを表示できます。
詳細は、「HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーの管理」を参照してください。
動的チャネルにおけるイベントのトレース
「イベント・インスペクタ・サービス」を参照してください。
図4-28で示すように、「イベント処理ネットワーク」パネルが表示されます。
図4-28 「イベント処理ネットワーク」パネル

図4-29で示すように、「トレース・イベント」パネルが表示されます。
図4-29 イベントのトレースタブ:「開始」

図4-30で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-30 イベントのトレースの確認ダイアログ

「ステータス」フィールドには「ON」と表示されます。
「チャネル名」フィールドには、このステージをパス・スルーするイベントが書き込まれる元となる動的チャネルが表示されます。イベント・インスペクタ・サービスのHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・チャネルの名前は次のようになります。
SERVERNAME/APPLICATIONNAME/STAGENAME/outputここで:
SERVERNAME: トレース対象のアプリケーションおよびステージが実行中のOracle Stream Analyticsサーバーの名前。 APPLICATIONNAME: トレース対象のステージを所有するOracle Stream Analyticsアプリケーションの名前。 STAGENAME: トレース対象のOracle Stream Analyticsアプリケーション・ステージの名前。 たとえば: /NonClusteredServer/cql/orderCSVAdapter/output
図4-31で示されるように、「ストリーム・ビジュアライザ」パネルが表示されます。
図4-31 「ストリーム・ビジュアライザ」(ViewStream) :「サブスクライブ」

「サブスクライブ」タブがリフレッシュされ、ステージの動的チャネルが表示されます。
たとえば: /NonClusteredServer/cql/orderCSVAdapter/output
サブスクリプション・テキスト・ボックスから受信された「出力」メッセージには、チャネルへパブリッシュされているイベントが表示されます。
注意:
Oracle Stream Analytics Visualizerがチャネルのサブスクライブに失敗した場合、次のようなエラーが「デバッグ・メッセージ」領域に表示されます。
14:25:54 GMT-0400: httpFaultHandler(): [RPC Fault faultString="Error #2096" faultCode="InvokeFailed" faultDetail="null"]次に、次を確認します。
- Oracle Stream Analytics VisualizerのAdobe Flashおよびブラウザの前提条件を満たしていますか。「前提条件」を参照してください。
図4-32で示すように、「トレース・イベント」パネルが表示されます。
図4-32 イベントのトレースタブ:「停止」

図4-33で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-33 イベントのトレースの「停止」の確認ダイアログ

「ステータス」フィールドには「OFF」と表示されます。
「チャネル名」フィールドは空白です。
イベント・インスペクタ・サービス動的チャネルを使用すると、単一の単純なイベントをタイプ別にEPNの任意のステージへインジェクトできます。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、ネスト化されたJavaオブジェクトを持たない単純なJavaタイプのプロパティのみで構成される単純なイベント・タイプのみをサポートします。イベント・プロパティは、次のタイプに限定する必要があります:
Date BigDecimal BigInteger また、イベントをJSONメッセージとして指定することによって、より複雑なプロパティを持つイベントをインジェクトできます。詳細は、「イベント・インスペクタ・サービス動的チャネルにおけるJSON文字列イベントのインジェクト」を参照してください。
注意:
イベント・インスペクタのサービスは、Oracle Stream Analytics本番サーバーでは使用しません。開発するときにのみ使用します。
イベント・インスペクタ・サービス動的チャネルにおける単一イベントのインジェクト
「イベント・インスペクタ・サービス」を参照してください。
図4-34で示すように、「イベント処理ネットワーク」パネルが表示されます。
図4-34 「イベント処理ネットワーク」パネル

イベント・シンクであるステージを選択していることを確認します。
図4-35で示すように、「インジェクト・イベント」パネルが表示されます。
図4-35 「イベントのインジェクト」タブ:「開始」

図4-36で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-36 「イベントのインジェクト」の「開始」の確認ダイアログ

「ステータス」フィールドには「ON」と表示されます。
「チャネル名」フィールドには、このステージをパス・スルーするイベントがインジェクトされる元となる動的チャネルが表示されます。イベント・インスペクタ・サービスのHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・チャネルの名前は次のようになります。
SERVERNAME/APPLICATIONNAME/STAGENAME/inputここで:
SERVERNAME: トレース対象のアプリケーションおよびステージが実行中のOracle Stream Analyticsサーバーの名前。 APPLICATIONNAME: トレース対象のステージを所有するOracle Stream Analyticsアプリケーションの名前。 STAGENAME: トレース対象のOracle Stream Analyticsアプリケーション・ステージの名前。 例: /defaultserver/cql/orderChannel/input
図4-37で示されるように、「ストリーム・ビジュアライザ」パネルが表示されます。
図4-37「ストリーム・ビジュアライザ」(ViewStream): 単独イベントのパブリッシュ

「パブリッシュ」タブがリフレッシュされ、ステージの動的チャネルが表示されます。
たとえば: /NonClusteredServer/cql/orderCSVAdapter/output
「ストリームの表示」パネルが更新され、選択するイベント・タイプの属性のリストが示されます。
たとえば、図4-37は、DataStockTickイベントの属性を示しています。これには次の属性が含まれます。
Price Symbol PercChange Volume LastPrice 注意:
ストリーム・イベント・タイプの表示プルダウン・メニューでは、「イベント・インスペクタ・サービス動的チャネルにおける単一イベントのインジェクト」で説明している制約を満たすイベント・タイプ・リポジトリで定義されたすべてのイベントのリストが示されます。より複雑なイベントをインジェクトするには、「イベント・インスペクタ・サービス動的チャネルにおけるJSON文字列イベントのインジェクト」を参照してください。
マウスアイコンを属性フィールドの上に重ねると、属性のデータ型を示すツールチップが表示されます。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、イベント・インスペクタ・サービス動的チャネル上でイベントをパブリッシュし、そのイベントはチャネルが識別するステージによって受信および処理されます。
イベント・シンクであるステージを選択していることを確認します。
図4-38で示すように、「インジェクト・イベント」パネルが表示されます。
図4-38 「イベントのインジェクト」タブ:「停止」

図4-39で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-39 「イベントのインジェクト」の「停止」の確認ダイアログ

「ステータス」フィールドには「OFF」と表示されます。
「チャネル名」フィールドは空白です。
単一のイベントを直接HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・チャネルへJSON形式の文字列としてインジェクトできます。JSONが表現できる任意のイベント・プロパティを使用できます。
また、単純な、前から存在するイベントをインジェクトできます。詳細は、「イベント・インスペクタ・サービス動的チャネルにおける単一イベントのインジェクト」を参照してください。
注意:
イベント・インスペクタのサービスは、Oracle Stream Analytics本番サーバーでは使用しません。開発するときにのみ使用します。
イベント・インスペクタ・サービス動的チャネルにおけるJSON文字列としてのイベントのインジェクト
「イベント・インスペクタ・サービス」を参照してください。
図4-40で示すように、「イベント処理ネットワーク」パネルが表示されます。
図4-40 「イベント処理ネットワーク」パネル

図4-41で示すように、「インジェクト・イベント」パネルが表示されます。
図4-41 「イベントのインジェクト」タブ:「開始」

図4-42で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-42 「イベントのインジェクト」の「開始」の確認ダイアログ

「ステータス」フィールドには「ON」と表示されます。
「チャネル名」フィールドには、このステージをパス・スルーするイベントがインジェクトされる元となる動的チャネルが表示されます。イベント・インスペクタ・サービスのHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・チャネルの名前は次のようになります。
SERVERNAME/APPLICATIONNAME/STAGENAME/inputここで:
SERVERNAME: トレース対象のアプリケーションおよびステージが実行中のOracle Stream Analyticsサーバーの名前。 APPLICATIONNAME: トレース対象のステージを所有するOracle Stream Analyticsアプリケーションの名前。 STAGENAME: トレース対象のOracle Stream Analyticsアプリケーション・ステージの名前。 たとえば: /NonClusteredServer/cql/orderCSVAdapter/input
図4-43で示されるように、「ストリーム・ビジュアライザ」パネルが表示されます。
図4-43「ストリーム・ビジュアライザ」(ViewStream): JSONイベントのパブリッシュ

「パブリッシュ」タブがリフレッシュされ、ステージの動的チャネルが表示されます。
たとえば: /NonClusteredServer/cql/orderCSVAdapter/output
Oracle Stream Analytics Visualizerは、イベント・インスペクタ・サービス動的チャネル上でイベントをパブリッシュし、そのイベントはチャネルが識別するステージによって受信および処理されます。
図4-44で示すように、「インジェクト・イベント」パネルが表示されます。
図4-44 「イベントのインジェクト」タブ:「停止」

図4-45で示すように、「アラート」ダイアログが表示されます。
図4-45 「イベントのインジェクト」の「停止」の確認ダイアログ

「ステータス」フィールドには「OFF」と表示されます。
「チャネル名」フィールドは空白です。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、アプリケーションのイベント処理ネットワーク(EPN)の任意のチャネル・ステージ(ストリーム)を監視できます。
Oracle Stream Analyticsでは、チャネル・キューのイベント数を監視できるようにsizeメトリックが定義されています。
EPNにおけるチャネルの監視
チャネル名は、グラフの下の色付きの凡例へ追加されます。色はグラフのチャネルの線に対応します。
また、チャネル名は「監視対象チャネル」リストにも追加されます。
グラフ上のすべてのチャネルを表示したり、任意の組合せで4つのグラフの中のチャネルを分散できます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、アプリケーションのイベント処理ネットワーク(EPN)のステージの開始/終了ポイントまたは指定パスを監視できます。Oracle Stream Analyticsは、各ステージまたはパスに関して監視できる次のメトリックを定義します。
「スループット」: ステージによって処理されるイベント数。 「平均待機時間」: イベントが指定されたEPNのパスを通過するためにかかる平均時間。 「最大待機時間」: イベントが指定されたEPNのパスを通過するのにかかる最大時間。 平均待機時間のしきい値: 指定した開始/終了ポイントの指定しきい値を超える平均待機時間の値を計算します。 EPNステージまたはパスのスループットおよび待機時間の監視
ステージの「一般」タブが表示されます。たとえば、図4-47はチャネルの「一般」タブを示しています。
図4-47 チャネル・ステージの「一般」タブ

図4-48で示すように、「新規待機時間プロファイル」アコーディオン・メニューが表示されます。これには次のタブが含まれます。
図4-48 「新規待機時間プロファイル」画面 - 「プロファイル情報」タブ

| 表4-5 「プロファイル情報」属性
|
図4-49 「新規待機時間プロファイル」画面 - 「待機時間」タブ

| 表4-6 「待機時間」属性
|
図4-50 「新規待機時間プロファイル」画面 - 「スループット」タブ

| 表4-7 「スループット」属性
|
パネルの右下角にポップアップ確認ダイアログが表示されます。
保存した診断プロファイルは、図4-51で示すように、作成したステージの下の左のドメイン・ツリーに表示されます。
図4-51 左のドメイン・ツリー: Mydiagprofile

注意:
サーバーを再起動したり、作成した診断プロファイルを損失せずにアプリケーションのデプロイを解除できます。
図4-52で示すように、「管理イベント」およびパフォーマンス監視ペインを含む「ダッシュボード」画面が表示されます。
図4-52で示すように、待機時間およびスループットの情報がダッシュボードの中段にあるグラフに表示されます。
図4-52 診断プロファイルを含むOracle Stream Analytics Visualizerダッシュボード

ダッシュボード上部の「管理イベント」セクションには、監視イベントの受信に関するアラートが表示されます。
この章では、Oracle Stream コンソール出力 Visualizerを使用してOracle Stream コンソール出力アプリケーションをデプロイ、一時停止、更新およびアンインストールする方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、次を参照してください。
アプリケーションのデプロイとは、アプリケーションが含まれるJARファイルをサーバーにアップロードし、これをインストールすることを示し、これによってクライアントから使用可能になります。
Oracle Stream Analyticsは、アプリケーションを2段階処理として内部でデプロイします。第1段階には、OSGiコンテナ内のアプリケーション・バンドルの起動が含まれます。第2段階には、アプリケーションの起動および初期化が含まれます。第2段階は本来非同期であるため、Oracle Stream Analytics Visualizerは2番目の操作が完了するまで待機しません。アプリケーションが正常に起動されると、Oracle Stream Analytics Visualizerナビゲーション・ツリーは新しいデプロイメントを使用して自動的に更新され、正常に処理されたことを示すメッセージがダッシュボードへ送信されます。ただし、アプリケーションが起動に失敗する場合、Oracle Stream Analytics Visualizerにはメッセージや更新が表示されないため、サーバー側でエラーがないかチェックする必要があります。
アプリケーションをデプロイするとき、Oracle Stream Analyticsサーバーはその新しい構成履歴を開始します。「構成履歴の管理」を参照してください。
注意:
ターゲットOracle Stream Analyticsサーバーがマルチサーバー・ドメインの一部である場合(つまり、クラスタリングが有効な場合)、グループに対してのみデプロイできます。ターゲットOracle Stream Analyticsサーバーがスタンドアロン・サーバー・ドメインの一部である場合(つまり、クラスタリングが無効な場合)、グループに対してデプロイできない場合があります。
この項では次について説明します:
この項では、アプリケーションをスタンドアロンサーバー・ドメインへデプロイする方法を説明しています。マルチサーバー・ドメインにおけるアプリケーションのデプロイに関する詳細は、「マルチサーバー・ドメインにおけるアプリケーションのデプロイ」を参照してください。
注意:
Firefoxブラウザで実行されているOracle Stream Analytics Visualizerを使用してアプリケーションJARファイルをHTTPSでアップロードすることは、サポートされていません。HTTPSでアップロードする場合は、Internet Explorerを使用してください。
スタンドアロン・サーバー・ドメインにおけるアプリケーションのデプロイ
「デプロイ済アプリケーション」の表は、右ペインの「デプロイメント」画面に表示されます。
「アプリケーションのインストール」画面が表示されます。
「アプリケーションのインストール」タブでは、図5-1で示すように、JARファイルがアップロード済ファイルの表に表示されます。
図5-1 「アプリケーションのインストール」画面: スタンドアロンサーバー・ドメイン

この場合、このアプリケーションを再デプロイする場合は、アプリケーションのJARファイルをもう一度アップロードする必要があります。
アプリケーションがデプロイされ、使用できる準備が整います。
この項では、アプリケーションをマルチサーバー・ドメインへデプロイする方法を説明しています。スタンドアロン・サーバー・ドメインにおけるアプリケーションのデプロイに関する詳細は、「スタンドアロン・サーバー・ドメインにおけるアプリケーションのデプロイ」を参照してください。
詳細は、「マルチサーバー・ドメイン」を参照してください。
注意:
Firefoxブラウザで実行されているOracle Stream Analytics Visualizerを使用してアプリケーションJARファイルをHTTPSでアップロードすることは、サポートされていません。HTTPSでアップロードする場合は、Internet Explorerを使用してください。
マルチサーバー・ドメインにおけるアプリケーションのデプロイ
「デプロイ済アプリケーション」の表は、右ペインの「デプロイメント」画面に表示されます。
「アプリケーションのインストール」画面が表示されます。
「アプリケーションのインストール」タブでは、図5-3で示すように、JARファイルがアップロード済ファイルの表に表示されます。
図5-3 「アプリケーションのインストール」画面: マルチサーバー・ドメイン

グループ名が「デプロイするターゲット・グループの選択」フィールドに表示されます。
この選択を解除するには、「グループのクリア」ボタンをクリックします。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、図5-5で示すように、選択したターゲット・グループ内のすべてのサーバーへアプリケーションをデプロイします。
図5-5 グループtestgroup内のすべてのサーバーへデプロイされたHelloWorldアプリケーション

「デプロイメント」画面の「一時停止」および「再開」操作を使用すると、アプリケーションの実行を一時的に停止したり操作を再開できます。
注意:
一時停止および再開はインストール済のアプリケーションにのみ適用されます。
アプリケーションの一時停止と再開
「デプロイメント」画面の「更新」操作を使用することによって、既存アプリケーションを最新のアプリケーションに更新できます。
アプリケーションを更新するとき、Oracle Stream Analyticsサーバーはアプリケーションの既存の構成履歴を消去し、新しい構成履歴を開始します。「構成履歴の管理」を参照してください。
注意:
Firefoxブラウザで実行されているOracle Stream Analytics Visualizerを使用してアプリケーションJARファイルをHTTPSでアップロードすることは、サポートされていません。HTTPSでアップロードする場合は、Internet Explorerを使用してください。
アプリケーションの更新
既存のアプリケーションは最新のアプリケーションに更新されます。
アプリケーションをアンインストールすると、二度とアクセスできないようにアプリケーションはサーバーから完全に削除されます。
アプリケーションをアンインストールするとき、Oracle Stream Analyticsサーバーはアプリケーションの既存構成履歴を消去します。「構成履歴の管理」を参照してください。
アプリケーションのアンインストール
アプリケーションのデプロイを正常に解除しました。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してOracle CQLルールを開発および管理する方法について説明します(CQLルールを使用すると、イベント処理ネットワーク(EPN)を通過するイベントを選択できます)。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle Stream AnalyticsアプリケーションのOracle CQLプロセッサ内のOracle CQLルールを管理できます。
この節では、以下のトピックについて説明します。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、Oracle CQLビューおよび問合せの構成を簡素化するための高度な問合せウィザードを提供します。ビューまたは問合せを構成するためにOracle CQL要素をドラッグ・アンド・ドロップしたり、完全なOracle CQLビューまたは問合せのテンプレートをドラッグ・アンド・ドロップしてニーズを満たすようにカスタマイズできます。Oracle CQL問合せウィザードは、ビジネス・ユーザーが正しい構文のOracle CQLビューおよび問合せを効果的に作成し、それをデプロイ済のOracle Stream Analyticsアプリケーションへ速やかに適用できるように設計されています。
「問合せウィザード」を使用すると、Oracle CQLビューおよび問合せを作成できます。Oracle CQLストリームおよびリレーションは作成できません。デプロイ済Oracle Stream Analyticsアプリケーションが、ストリームおよびリレーションを提供する必要があります。
注意:
Oracle CQL問合せは、その入力チャネルが入力イベントを提供する場合、すぐにイベントの出力を開始します。チャネル上で問合せセレクタとアップストリームOracle CQLプロセッサを併用する場合、問合せをアップストリームOracle CQLプロセッサに追加する時刻と、ダウンストリーム・チャネル上で問合せセレクタを構成する時刻との間で、ダウンストリーム・チャネル上で要求していない問合せ結果を観察する場合があります。詳細は、「チャネル・プロパティ: アウトバウンド・チャネル」を参照してください。
また、既存のOracle CQLビューまたは問合せを変更できます。「問合せウィザードによるルールの編集」を参照してください。
問合せウィザードによるルールの作成
図6-1で示すように、「プロセッサ」パネルが表示されます。
図6-1 Oracle CQLプロセッサ・パネル

図6-2で示すように、「問合せウィザード」タブが表示されます。
図6-2 Oracle CQL「問合せウィザード」

「問合せウィザード」キャンバスの上部にある各種ツールの詳細は、「問合せウィザード・ダイアグラムの管理」を参照してください。
緑のチェック・マークが付いていないコンストラクト・アイコンは構成されていません。
緑のチェック・マークが付いているコンストラクト・アイコンは構成済です。
図6-5で示すように、「保存されたすべての問合せ」ダイアログが表示されます。
「保存されたすべての問合せ」ダイアログには、構成中のプロセッサの保存された問合せがすべてリストで表示されています。
図6-5 「保存されたすべての問合せ」ダイアログ: 保存

図6-6で示すように、確認ダイアログが表示されます。
図6-6 問合せの保存ダイアログ

問合せは、現在使用中のコンピュータのローカル・ディスクに保存されます。問合せを再ロードするには、同一のローカル・ホストからOracle Stream Analytics Visualizerへアクセスする必要があります。
図6-7で示すように、「保存されたすべての問合せ」ダイアログが表示されます。
図6-7 「保存されたすべての問合せ」ダイアログ: ロード中

Oracle CQL文がキャンバスへロードされます。
「CQLルール」タブに新しいルールが表示されます。
詳細は、「Output CQLコンストラクトの構成」を参照してください。
詳細は、「チャネル・プロパティ: アウトバウンド・チャネル」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、Oracle CQL問合せの構築を簡素化するための高度な問合せウィザードを提供します。CQL問合せタブで既存の問合せを選択し、問合せウィザードで問合せを編集できます。Oracle CQL問合せウィザードは、ビジネス・ユーザーが正しい構文のOracle CQL問合せを効率よく作成し、それをデプロイ済のOracle Stream Analyticsアプリケーションへ適用できるように設計されています。
問合せウィザードは、所定のルールをインポートし、Oracle CQL演算子のセットとしてグラフィックで表示します。Oracle CQL文の他の部分に影響を及ぼさずに各演算子に移動して変更できます(SELECT式の変更など)。
既存のOracle CQL問合せおよびビューを編集できます。Oracle CQLストリームおよびリレーションは編集できません。デプロイ済Oracle Stream Analyticsアプリケーションが、ストリームおよびリレーションを提供する必要があります。
問合せウィザードによるルールの編集:
図6-8で示すように、「プロセッサ」パネルが表示されます。
図6-8 Oracle CQLプロセッサ・パネル

図6-9で示すように「CQLルール」タブが表示されます。
図6-9 CQLルール・タブ

図6-10で示すように、キャンバス上で選択されたルールを含む問合せウィザードが開きます。
図6-10 「問合せウィザード」:既存ルールを含む

「問合せウィザード」キャンバスの上部にある各種ツールの詳細は、「問合せウィザード・ダイアグラムの管理」を参照してください。
図6-11で示すように、Oracle CQL文が表示されます。
図6-11 Oracle CQL演算子にカーソルを合せる

対応するエディタ・ダイアログが表示されます。
図6-12は、「結合」演算子をダブルクリックした後のエディタ・ダイアログを示します。
図6-12 Oracle CQLの「結合」演算子のエディタ・ダイアログ

すべての問合せウィザードのエディタ・ダイアログの構成に関する詳細は、「問合せウィザードによるOracle CQLコンストラクトの構成」を参照してください。
次に進む前にエラーを修正します。
問合せはメモリーに保存されます。
Oracle CQLルールが変更され、新しいバージョンが「CQLルール」タブに表示されます。
パラメータ化されたOracle CQL問合せを作成できます。
注意:
問合せウィザードを使用してパラメータ化された問合せは削除できず、Oracle CQL問合せは編集できません。
詳細は、「パラメータ化された問合せの編集」を参照してください。
パラメータ化されたルールの作成
図6-13で示すように、「プロセッサ」パネルが表示されます。
図6-13 Oracle CQLプロセッサ・パネル

図6-14で示すように「CQLルール」タブが表示されます。
図6-14 CQLルール・タブ

プレースホルダー文字(:n)を使用して、パラメータ化された値を指定します。
図6-15で示すように、確認ダイアログが表示されます。
図6-15 問合せの保存ダイアログ

問合せは、現在使用中のコンピュータのローカル・ディスクに保存されます。問合せを再ロードするには、同一のローカル・ホストからOracle Stream Analytics Visualizerへアクセスする必要があります。
詳細は、「チャネル・プロパティ: アウトバウンド・チャネル」を参照してください。
既存のOracle CQLのパラメータ化された問合せのパラメータ値を編集できます。パラメータ値の新規リストの追加、パラメータ値の既存リストの変更、またはパラメータ値の既存リストの削除を行うことが可能です。
注意:
プレースホルダー文字(
:n)の追加や削除、および問合せウィザードを使用してOracle CQL問合せの編集はできません。
詳細は、次を参照してください。
パラメータ化された問合せの編集
図6-16で示すように、「プロセッサ」パネルが表示されます。
図6-16 Oracle CQLプロセッサ・パネル

図6-17で示すように「CQLルール」タブが表示されます。
図6-17 「CQLルール」タブ: パラメータ化された問合せ

注意:
パラメータ化された問合せでは、「問合せウィザード」ボタンを使用できません。
パラメータ化された問合せにパラメータを追加するには、次の手順を実行します。
パラメータ化された問合せを編集するには、「問合せの編集」ボタンが使用可能になる前にすべての問合せパラメータをまず削除する必要があります。パラメータの削除の詳細は、「パラメータの削除」を参照してください。
パラメータ化された問合せを削除するには、「問合せの削除」ボタンが使用可能になる前にすべての問合せパラメータをまず削除する必要があります。詳細は、「パラメータの削除」を参照してください。
パラメータ化された問合せを停止または開始すると、パラメータ化された問合せに関連付けられたすべてのバインドが停止または開始されます。
パラメータ化された問合せを停止または開始するには、「CQLルール」タブの問合せを選択し、「停止」または「開始」ボタンをクリックします。
Oracle CQLプロセッサ内の既存のOracle CQLビューまたは問合せを削除したり、すべてのOracle CQLビューまたは問合せを削除できます。
ルールの削除
図6-26で示すように、「プロセッサ」パネルが表示されます。
図6-26 Oracle CQLプロセッサ・パネル

図6-27で示すように「CQLルール」タブが表示されます。
図6-27 CQLルール・タブ

注意:
「すべてのルール」を選択した場合、単一のルールを追加、削除、または変更できません。単一のルールを追加、削除、または変更するには、特定のビューまたは問合せを選択する必要があります。ビューまたは問合せのいずれかを変更するには、「ビュー」または「問合せ」を選択する必要があります。「すべてのルール」ページは読取り専用パネルです。
また、「有効化」ラジオ・ボタンを使用すると、問合せを動的にオフにできます。
図6-28で示すように、「すべてのビューを削除」または「すべての問合せを削除」ボタンがアクティブになります。
図6-28 「CQLルール」:ビュー別フィルタ

Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle CQL文を直接編集するか、問合せウィザードを使用するかのいずれかによって、既存のビューまたは問合せを置換できます。
ルールの置換
図6-31で示すように、「プロセッサ」パネルが表示されます。
図6-31 Oracle CQLプロセッサ・パネル

図6-32で示すように「CQLルール」タブが表示されます。
図6-32 CQLルール・タブ

「ビュー」または「問合せ」フィールドは編集可能になり、図6-33で示すように「ルールの置換」ボタンがアクティブになります。
図6-33 「CQLルール」:ビュー別フィルタ

詳細は、「問合せウィザードによるルールの編集」を参照してください。
詳細は、「問合せウィザードによるルールの編集」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle CQLプロセッサで定義された既存ルールを表示できます。
ルールの表示
図6-34で示すように、「プロセッサ」パネルが表示されます。
図6-34 Oracle CQLプロセッサ・パネル

図6-35で示すように「CQLルール」タブが表示されます。
図6-35 CQLルール・タブ

この項では、問合せウィザードが提供する各種のOracle CQLコンストラクトを構成する方法を説明しています。これには次の内容が含まれます。
RSource Oracle CQLコンストラクトは、Oracle Stream Analyticsアプリケーションが提供するOracle CQLリレーションまたは作成するビューのリレーション・タイプを表します。ソースのストリーム・タイプSSourceを作成するには、「SSource CQLコンストラクトの構成」を参照してください。
RSource CQLコンストラクトの構成
| 表6-1 問合せウィザードのRSourceエディタ属性
|
次に進む前にエラーを修正します。
RSourceアイコンには、構成済であることを示す緑のチェック・マークが表示されます。
SSource Oracle CQLコンストラクトは、Oracle Stream Analyticsアプリケーションが提供するOracle CQLストリームまたは作成するビューのストリーム・タイプを表します。ソースのリレーション・タイプRSourceを作成するには、「RSource CQLコンストラクトの構成」を参照してください。
SSource CQLコンストラクトの構成
| 表6-2 問合せウィザードのソース・エディタ属性
|
次に進む前にエラーを修正します。
ソースアイコンには、構成済であることを示す緑のチェック・マークが表示されます。
Cache-Table CQLコンストラクトは、キャッシュまたはリレーショナル・データベース表が提供する通常は抽出データ・ソースの外部リレーションを表します。Cache-Table CQLコンストラクトで許可される操作は、「現在」ウィンドウを使用して別のストリーム・ソースに結合する操作のみです。
詳細は、次を参照してください。
Cache-Table CQLコンストラクトの構成
Pattern Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQLのMATCH_RECOGNIZE条件を表します。MATCH_RECOGNIZE条件は、イベント処理を実行する基本的な手段です。その様々な句を使用すると、ストリーム要素間の複雑な条件を簡潔に表し、データ・ストリームに最適化された高度な比較を実行できます。
Pattern Oracle CQLコンストラクト・エディタは、次のMATCH_RECOGNIZE補助句のそれぞれに対してタブを提供します。
PATTERN: この句を使用すると、DEFINE句の条件が一致するタイミングを制限および制御する数量詞を指定できます。 図6-43を参照してください。
DEFINE: この句を使用すると、1つ以上の条件を指定できます。パターン識別子、AS演算子、および条件から構成される1つ以上のパターンを指定します。条件は、問合せまたはビューのSELECT文で使用した識別子によって指定されるストリーム、ビューまたはスライディング・ウィンドウのスキーマで任意のストリーム要素を使用できます。 詳細は、図6-44を参照してください。
SUBSET: この句を使用すると、1つ以上のパターンが選択するストリーム要素に名前をバインドできます。この名前のサブセットはMEASUREおよびDEFINE句で使用できます。 図6-45を参照してください。
MEASURE: この句を使用すると、MATCH_RECOGNIZE条件において式を定義し、DEFINE句で条件に一致するストリーム要素を、問合せのSELECT文に含めることが可能な引数にバインドできます。任意のOracle CQLの組込み関数またはユーザー定義関数を使用できます。 図6-46を参照してください。
構文の詳細は、Oracle CQL言語リファレンスのパターンの認識に関する項を参照してください。
Pattern CQLコンストラクトの構成
| 表6-4 問合せウィザードのパターン・エディタ属性:「パターン」タブ
|
| 表6-5 パターン量指定子
|
| 表6-6 問合せウィザードのパターン・エディタ属性:「定義」タブ
|
| 表6-7 問合せウィザードのパターン・エディタ属性:「サブセット」タブ
|
| 表6-8 問合せウィザードのパターン・エディタ属性:「メジャー」タブ
|
次に進む前にエラーを修正します。
「パターン」アイコンには、構成済であることを示す緑のチェック・マークが表示されます。
Select Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQLのSELECT句を表します。WHERE句の表現に関する詳細は、「Filter CQLコンストラクトの構成」を参照してください。
Select Oracle CQLコンストラクト・エディタは、次の補助句のそれぞれに対してタブを提供します。
select_clause: この句を使用すると、指定するストリームまたはビューから選択するためのストリーム要素を指定できます。 図6-48を参照してください。
opt_group_by_clause: この句を使用すると、問合せが結果に適用するオプションのグループ化条件を指定できます。 図6-49を参照してください。
opt_having_clause: この句を使用すると、返されたストリーム要素のグループを指定した条件がTRUEのグループへ制限します。この句を省略すると、Oracle Stream Analyticsではすべてのグループのサマリー結果が返されます。 図6-50を参照してください。
order_by_clause: この句を使用すると、問合せが結果に適用するオプションの順序付け条件を指定できます。 図6-51を参照してください。
Select CQLコンストラクトの構成
図6-47 「選択」アイコン
図6-48で示すように、「選択」エディタ・ダイアログが表示されます。
図6-48 問合せウィザードの選択エディタ・ダイアログ:「プロジェクト」タブ

通常の手順は次のとおりです。
プロジェクト式を削除するには、「プロジェクト」述語リストで選択して「削除」をクリックします。
| 表6-9 問合せウィザードの選択エディタ属性:「プロジェクト」タブ
|
図6-49で示すように、「グループ」タブ・エディタ・ダイアログが表示されます。
図6-49 「問合せウィザード」の選択エディタ・ダイアログ:「グループ」タブ

通常の手順は次のとおりです。
プロパティを「グループ化プロパティ」リストから削除するには、「選択したグループ化プロパティ」リストのプロパティを選択し、「削除」ボタンをクリックします。
| 表6-10 「問合せウィザード」の選択エディタ属性:「グループ」タブ
|
図6-50で示すように、「条件」タブ・エディタ・ダイアログが表示されます。
図6-50 「問合せウィザード」の選択エディタ・ダイアログ:「条件」タブ

| 表6-11 問合せウィザードの「選択」エディタ属性:「条件」タブ
|
図6-51で示すように、「順序」タブ・エディタ・ダイアログが表示されます。
図6-51 問合せウィザードの「選択」エディタ・ダイアログ:「順序」タブ

通常の手順は次のとおりです。
プロパティを「選択した順序付けプロパティ」リストから削除するには、「選択した順序付けプロパティ」リストのプロパティを選択し、「削除」ボタンをクリックします。
| 表6-12 問合せウィザードの「選択」エディタ属性:「順序」タブ
|
次に進む前にエラーを修正します。
「選択」アイコンには、構成済であることを示す緑のチェック・マークが表示されます。
Join Oracle CQLコンストラクトは、2つ以上のソース間のOracle CQLの結合を表します。+構文(非推奨)を使用して内部結合および左右の外部結合を作成できます。
注意:
Oracle CQLルールが
LEFTまたはRIGHT OUTER JOIN句を使用する場合、「LEFTまたはRIGHT OUTER JOINを使用したJoin CQLコンストラクトの構成」を参照してください。
Join CQLコンストラクトの構成
図6-52 「結合」アイコン
図6-53で示すように、「結合」エディタ・ダイアログが表示されます。
図6-53 「問合せウィザード」の「結合」エディタ・ダイアログ

| 表6-13 「問合せウィザード」の「結合」エディタ属性
|
次に進む前にエラーを修正します。
「結合」アイコンには、構成済であることを示す緑のチェック・マークが表示されます。
Join Oracle CQLコンストラクトは、2つ以上のソース間のOracle CQLの結合を表します。LEFTまたはRIGHT OUTERの結合構文を使用して、Oracle CQLルールの構成を表示できます。
注意:
Oracle CQLルールが非推奨の
+構文を使用して内部結合または外部結合を使用する場合、「+構文を使用したJoin CQLコンストラクトの構成」を参照してください。
図6-54は、問合せのコンストラクタで例として使用するOracle CQL外部結合を示します。
図6-54 Oracle CQL外部結合

LEFTまたはRIGHT OUTER JOINを使用したJoin CQLコンストラクトの構成
Window Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQLのstream-to-relation演算子を表します。
Window CQLコンストラクトの構成
図6-57 「ウィンドウ」アイコン
図6-58で示すように、「ウィンドウ」エディタ・ダイアログが表示されます。
図6-58 「問合せウィザード」の「ウィンドウ」エディタ・ダイアログ

| 表6-14 「問合せウィザード」の「ウィンドウ」エディタ属性
|
ストリーム要素をパーティション・リストから削除するには、クリックしてドラッグし、パーティション・リストの値を選択してキーボードの[Delete]キーを押します。
「パーティション」タイプは、1つ以上のストリーム要素をパーティション・リストへ追加しない場合は非アクティブのままになります。
次に進む前にエラーを修正します。
「ウィンドウ」アイコンには、構成済であることを示す緑のチェック・マークが表示されます。
Filter Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQLのWHERE句を表します。SELECTおよびFROM句の表現に関する詳細は、「Select CQLコンストラクトの構成」を参照してください。
Filter CQLコンストラクトの構成
図6-59 「フィルタ」アイコン
図6-60で示すように、「フィルタ」エディタ・ダイアログが表示されます。
図6-60 「問合せウィザード」の「フィルタ」エディタ・ダイアログ

| 表6-15 「問合せウィザード」の「フィルタ」エディタ属性
|
詳細は、「式ビルダーを使用した式の構成」を参照してください。
次に進む前にエラーを修正します。
ソースアイコンには、構成済であることを示す緑のチェック・マークが表示されます。
Union Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQLのUNIONまたはUNION ALL句を表します。2つのリレーション間の論理和を実行できます。リレーションはビューまたはチャネルから発行されます。2つのリレーション間または2つのストリーム間でunion allを実行できます。リレーションとストリーム間の論理和は実行できません。
Union CQLコンストラクトの構成
次に進む前にエラーを修正します。
「論理和」アイコンには、構成済であることを示す緑のチェック・マークが表示されます。
Intersect Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQLのINTERSECT句を表します。2つのリレーション間の積集合を実行します。リレーションとストリーム間または2つのストリーム間の積集合は実行できません。
Intersect CQLコンストラクトの構成
Minus Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQLのMINUS句を表します。2つのリレーション間の論理差を実行します。リレーションとストリーム間または2つのストリーム間の論理差は実行できません。
Minus CQLコンストラクトの構成
IStream Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQL IStreamのrelation-to-stream演算子を表します。リレーションRへ適用されるIstream (「ストリームの挿入」の略)には、タプルsがR(t) - R(t-1)の中にある場合、つまりsがtの時点でRへ挿入される場合は常に(s,t)が含まれます。同じタイムスタンプでタプルの挿入と削除の両方が発生した場合、Istreamでは挿入が出力されません。
IStream CQLコンストラクトの構成
DStream Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQL DStreamのrelation-to-stream演算子を表します。リレーションRへ適用されるDStream (「ストリームの削除」の略)には、タプルsがR(t-1) - R(t)の中にある場合、つまりsがtの時点でRから削除される場合は常に(s,t)が含まれます。
DStream CQLコンストラクトの構成
RStream Oracle CQLコンストラクトは、Oracle CQL RStreamのrelation-to-stream演算子を表します。RStream演算子は、入力リレーションの現在の状態全体を保持し、各タイム・ステップにおける挿入に従ってタプルすべてを出力します。Rstreamでは各瞬間のリレーション全体の状態が出力されるため、リレーション・セットが非常に小さい場合を除き、コストがかかる可能性があります。
RStream CQLコンストラクトの構成
Output Oracle CQLコンストラクトは、完全なOracle CQLの問合せまたはビューを表します。Output CQLコンストラクトを使用すると、次の操作を実行できます。
Output CQLコンストラクトの構成
図6-73 「出力」アイコン
図6-74で示すように、「出力」エディタ・ダイアログが表示されます。
図6-74 「問合せウィザード」の「出力」エディタ・ダイアログ

| 表6-22 「問合せウィザード」の「出力」エディタ属性
|
Oracle CQLルールの新規インスタンスがOracleルールタブに表示されます。
Oracle CQLルールの新規インスタンスが、新しい名前でOracleルールタブに表示されます。
Oracle CQLルールの既存インスタンスが、既存の名前のままOracleルールタブで更新されます。
次に進む前にエラーを修正します。
「出力」アイコンには、構成済であることを示す緑のチェック・マークが表示されます。
問合せウィザードの式ビルダーを使用すると、各種のOracle CQL演算子、式、組込み型の単一行および集計関数、およびユーザー定義関数を使用して、式を構築できます。
式ビルダーを使用した式の構成
「式ビルダー」ダイアログが表示されます。6-75は、「パターン」コンストラクト・エディタで「式ビルダー」ボタンをクリックした後の「式ビルダー」を示します。
図6-75 「問合せウィザード」の「式ビルダー」

| 表6-23 「問合せウィザード」の「式ビルダー」属性
|
Oracle Stream Analytics Visualizerは、Oracle CQLビューおよび問合せの構成を簡素化するための高度な問合せウィザードを提供します。完全なOracle CQLビューまたは問合せテンプレートをドラッグ・アンド・ドロップし、必要に応じてカスタマイズできます。この手順では、独自のテンプレートを作成して問合せウィザードの「テンプレート」パレットへ追加する方法を説明します。
Oracle CQLテンプレートは、「Oracle CQL問合せウィザードのテンプレート・スキーマ・リファレンス」のwlevs_queryconstructor_config.xsdに基づいています。ただし、ユーザー定義テンプレートには次のみが含まれる場合があります。
select-block from-block where-block Operator要素および属性IDおよびtype Operator要素のinputs子要素 テンプレートを使用したOracle CQLルールの作成に関する詳細は、「問合せウィザードによるルールの作成」を参照してください。
問合せウィザード用Oracle CQLテンプレートの作成
Rule要素を作成します。Operator要素をテンプレートへ追加します。一意のIDを持つそれぞれのOperatorを構成して、type属性を指定します。
ルールのルート(または終了ポイント)である演算子のIDを持つRule要素のroot属性を構成します。次の例では、ID 10のタイプOutputのOperatorがルールのルートです。
inputs要素を追加して演算子を相互に接続します。注意:
テンプレートXMLファイルにダブルバイト文字を入力する場合、必ずUTF-8エンコーディング方式でファイルを保存します。詳細は、「構成ファイルのエンコーディング: UTF-8」を参照してください。
ORACLE_CEP_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_DIR/servername/cqltemplateディレクトリにコピーします。ここで、ORACLE_CEP_HOMEはd:\oracle_cepなどのOracle Stream Analyticsインストール・ディレクトリを示し、DOMAIN_DIRはドメイン・ディレクトリの名前を示し、servernameはサーバーの名前を示します。例: d:\oracle_cep_home\user_projects\domains\mydomain\myserver1\cqltemplateORACLE_CEP_HOME/user_projects/domains/DOMAIN_DIR/servername/cqltemplate/registry.xmlファイルへ追加します。次の例では、テンプレートXMLファイルexample.xmlの登録方法を示します。
template要素のname子要素は、「問合せウィザード」がこのテンプレートの「ユーザー定義テンプレート」タブに表示するタイトルを決定します。
詳細は、「ビジュアライザの開始」を参照してください。
図6-76 「問合せウィザード」の「ユーザー定義テンプレート」タブ

詳細は、「問合せウィザードによるルールの作成」を参照してください。
この項では、図6-77で示すように、問合せウィザード・キャンバスの最上位に表示される各種ツールを説明します。
図6-77 「問合せウィザード」ツール

これらのツールを使用すると、Oracle CQL文の「問合せウィザード」ダイアグラムを管理できます。
「レイアウトの選択」プルダウン・メニューを使用して、CQLコンストラクトの配布およびその依存度の表示に関する代替方法を選択します。次のいずれかを選択できます。
「ホバー」オプションを選択すると、マウス・ポインタをステージの上に重ねたときに所定のステージに関連付けられたOracle CQL文のフラグメントを表示できます。
「ホバー」オプションの選択を解除すると、この機能が無効になります。
「ズーム・イン」および「ズーム・アウト」ボタンをクリックすると、ズーム・レベルが変化します。これは、「ズーム」スライダを使用した操作のかわりになります(「ズーム」を参照してください)。
「ズーム」スライダを使用すると、ズーム・レベルを増減できます。これは、「ズーム・イン」および「ズーム・アウト」ボタンを使用した操作のかわりになります(「ズーム・インおよびズーム・アウト」を参照してください)。
Oracle Stream Analytics Visualizerは、Oracle CQL問合せの最適化を簡素化するための高度な問合せ計画ファシリティを提供します。
問合せ計画ファシリティを使用して、任意のOracle CQLプロセッサを内部の演算子、状態、およびシノプシスに分解し、受信/送信メッセージ数など、演算子に関する各種統計を収集できます。問合せ計画ファシリティは、Oracle CQLプロセッサごとに1つの問合せを生成し、そのOracle CQLで定義するすべての問合せおよびビューに適用します。
Oracle CQL問合せ計画ファシリティは、システム管理者がOracle CQL問合せのパフォーマンスを効果的に診断して最適化できるように設計されています。
この節では、以下のトピックについて説明します。
注意:
Oracle Stream Analytics Visualizerが問合せ計画を生成する前に、Oracle CQLプロセッサ上で実行中のOracle CQL問合せ(Running属性が
trueに設定)が少なくとも1つ存在している必要があります。詳細は、「ルールの表示」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してOracle CQLプロセッサの問合せ計画を表示できます。
Oracle CQLプロセッサ用問合せ計画の表示
図6-78で示すように、「プロセッサ」パネルが表示されます。
図6-78 Oracle CQLプロセッサ・パネル

図6-79で示すように、「問合せ計画」タブが表示されます。
図6-79 「問合せ計画」タブ

問合せ計画キャンバスの上部にある各種ツールの詳細は、「問合せ計画ダイアグラムの管理」を参照してください。
左側の「データ」表の対応する行も選択されます。
「問合せ計画」ダイアグラムの対応するステージ・アイコンも選択されます。
図6-80で示すように、「問合せ計画プリファレンス」ダイアログが表示されます。
図6-80 「問合せ計画プリファレンス」ダイアログ

| 表6-24 「問合せ計画プリファレンス」属性
|
「統計の取得」ボタンが「統計の停止」ボタンに変わります。
図6-81で示すように、「データ」表の列には、現在の統計が(表プリファレンス構成の「表示される演算子の統計」フィールドに従って)表示され、しきい値の違反は(グラフおよびしきい値プリファレンス構成の「表示される演算子の統計」フィールドに従って)問合せ計画ダイアグラムに赤色で表示されます。
図6-81 統計取得中の問合せ計画

左側の「データ」表の対応する行も選択されます。
「問合せ計画」ダイアグラムの対応するステージ・アイコンも選択されます。
すべての依存性ステージは、図6-82で示すように、問合せ計画ダイアグラムで選択されます。
図6-82 依存関係を示す問合せ計画

この項では、図6-83で示すように、問合せウィザード・キャンバスの最上位に表示される各種ツールを説明します。
図6-83 「問合せ計画」ツール

これらのツールを使用すると、Oracle CQL文の「問合せウィザード」ダイアグラムを管理できます。
「レイアウトの選択」プルダウン・メニューを使用して、CQLコンストラクトの配布およびその依存度の表示に関する代替方法を選択します。次のいずれかを選択できます。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、構成リビジョン履歴を表示、ロールバックまたは削除する方法と、アプリケーションまたはリソースごとにリビジョンを管理する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「構成履歴の管理」を参照してください。
「リソース構成履歴の管理」で説明されているリソースの構成履歴を管理できます。
また、アプリケーション別に構成変更履歴を表示できます(詳細は、「アプリケーション構成履歴の管理」を参照してください)。
リソース構成履歴を管理するには:
リストがリフレッシュされ、この期間に変更されたリビジョンのみが表示されます。
選択された「開始時間」および「終了時間」に関連するすべてのリビジョンは、リソース変更履歴から削除されますが、リソースの構成は変更されません。
選択された「開始時間」および「終了時間」に関連するすべてのリビジョンはロールバックされ、影響を受けるリソースは以前の変更レコードの構成を仮定します。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してリソース構成履歴を管理できます。
「アプリケーション構成履歴の管理」で説明されているように、アプリケーションの構成履歴を管理できます。または、リソース別に構成変更履歴を管理できます(詳細は、「リソース構成履歴の管理」を参照してください)。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してアプリケーション構成履歴を管理できます。
アプリケーション構成履歴を管理するには:
リストがリフレッシュされ、この期間に変更された変更レコードのみが表示されます。
選択された「開始時間」および「終了時間」に関連するすべての変更レコードは、アプリケーション変更履歴から削除されますが、アプリケーションの構成は変更されません。
選択された「開始時間」および「終了時間」に関連するすべての変更レコードはロールバックされ、影響を受けるアプリケーションは以前の変更レコードの構成を仮定します。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerで実行できるサーバー管理およびドメイン管理の一般的なタスクを紹介し、これには、デプロイメント、マルチサーバー・ドメイン、ログ、キャッシュ、イベント・タイプ・リポジトリなどの管理があります。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーにデプロイされたアプリケーションおよびアプリケーション・ライブラリを表示できます。
詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream Analyticsでは、HTTPサーブレットおよび静的リソースをデプロイするJava WebサーバーとしてJettyがサポートされています。
Oracle Stream AnalyticsにおけるJettyのサポートは、バージョン1.2のOSGi HTTPサービスに基づいています。このAPIは、javax.servlet.Servletオブジェクトに実行時リソースと静的リソースを動的に登録したり登録解除したりする機能を提供します。
Oracle Stream Analyticsでは、アプリケーションがどのような優先順位で作業を実行するかを構成できます。ユーザーが定義したルールと実際の実行時パフォーマンスのモニター結果に基づいて、アプリケーションのパフォーマンスが最適化され、サービス・レベル・アグリーメントが維持されます。ワーク・マネージャを定義して、アプリケーションに対してルールや制約を定義します。
詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream Analyticsでは、Java Management Extensions (JMX)仕様に完全に準拠した標準ベースのインタフェースが提供されます。ソフトウェア・ベンダーはこれらのインタフェースを使用して、Oracle Stream Analytics MBeanを監視し、Oracle Stream Analyticsドメインの構成を変更し、ドメイン内のすべてのサーバー・インスタンスへのこれらの変更の配布(アクティブ化)を監視できます。
Oracle Stream Analytics Visualizerとwlevs.Adminコマンドライン・ツールの両方は、JMXを使用してサーバーに接続します。ただし、これらのツールや一般的なJMXインタフェースを使用するには、config.xmlファイル内にJMXの構成情報を指定してOracle Stream Analyticsを構成する必要があります。
詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream Analyticsではリレーショナル・データベースへのアクセスのためJava Database Connectivity (JDBC) 3.0がサポートされています。
JDBC APIは、このAPIをサポートするデータベース・サーバーや他の種類の表形式リソースに接続したりそれらと通信したりするための、ベンダー中立な標準メカニズムを提供します。JDBCのjavax.sql.DataSourceインタフェースは、ドライバによって実装されるデータベース接続ファクトリを指定します。DataSourceオブジェクトのインスタンスは、アプリケーションがデータベース接続(java.sql.Connectionのインスタンス)を取得する際に使用されます。アプリケーションは接続を取得した後、SQLコマンドを送信したり結果を受信したりしてリソースとの通信を行います。
詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream AnalyticsにはアプリケーションがメッセージをパブリッシュすることのできるHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーが含まれています。アプリケーションにより特定のチャネルにメッセージがパブリッシュされ、他のアプリケーションはこのチャネルをサブスクライブして、パブリッシュされたそれらのメッセージを受信できます。
Oracle Stream Analytics HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーのチャネルは、次のいずれかになります。
config.xmlで構成され、Oracle Stream Analytics Visualizer自体で使用されるチャネル。 Oracle Stream Analytics Visualizerには次の静的チャネル(config.xmlで事前構成済)が含まれており、Oracle Stream Analytics Visualizer自体で使用されますが、これらは削除または変更できません。
/evsmonitor /evsalert /evsdomainchange config.xmlでは構成されず、Oracle Stream Analyticsサーバーの実行時に動的に作成されるチャネル。動的チャネルでは、このチャネルに送信されたメッセージ数やサブスクライバ数など、統計情報を表示できます。動的チャネルの構成は読取り専用です。 Oracle Stream Analytics Visualizerでサポートされるのは、イベント・インスペクタ・サービスの動的チャネルのみです。
注意:
あるアプリケーション(application-1)が通知するチャネルを別のアプリケーション(application-2)がサブスクライブして外部ステージとして使用する場合、その通知されるチャネルの詳細をapplication-2から表示できません。このチャネルの詳細を表示するには、application-1からそれを行う必要があります。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、既存のチャネルを変更できる他、新しいチャネルを作成したり既存のチャネルを削除したりすることもできます。Oracle Stream Analytics Visualizerで構成されたチャネルは永続的であり、サーバーを再起動しても情報が保持されます。カスタムHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・アダプタからAPIを使用して構成されたチャネルは動的であり、サーバーを再起動すると情報が消去されます。
詳細は、次を参照してください。
イベント・タイプは、Oracle Stream Analyticsアプリケーションで処理されるイベントのプロパティを定義します。イベント・タイプ・リポジトリは、サーバーのアプリケーションで使用されるすべてのイベント・タイプで構成されます。
詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream Analyticsイベント・リポジトリ機能を使用すると、イベント処理ネットワーク(EPN)コンポーネントを離れたイベントをデータベース表などのストアに永続化し、後からそれらを再生したり、イベントBeanなどのコンポーネントからイベントに対する問合せを明示的に実行したりできます。Oracle Stream Analyticsでは、記録されたイベントがデフォルトでデータベースに格納されるため、独自のアプリケーションで記録および再生機能を使用する前に、データベース・サーバーの場所と、記録されたイベントが含まれるデータベース・サーバーの名前を指定する必要があります。
詳細は、「永続イベント・ストア」を参照してください。
Oracle Stream Analyticsマルチサーバー・ドメイン(またはクラスタ)は2つ以上のサーバーのセットであり、管理目的で論理的に接続されている他、共有ユーザー・データグラム・プロトコル(UDP)マルチキャスト・アドレス/ポートを使用して物理的に接続されています。Oracle Stream Analyticsマルチサーバー・ドメインのすべてのサーバーは、ドメイン内のその他すべてのサーバーを認識し、また、ドメイン内のデプロイメントに変更を加えるためのアクセス・ポイントとして、いずれか1つのサーバーを使用できます。
Oracle Stream Analyticsでは、次のクラスタリング・システムをサポートします。
注意:
Oracle Stream AnalyticsをOracle Coherenceと組み合せて使用するには、Coherence Enterprise Edition、Coherence Grid Edition、Oracle WebLogic Application Gridのライセンスなどの有効なOracle Coherenceライセンスを取得する必要があります。Oracle Coherenceの詳細は、
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/coherence/overview/index.htmlを参照してください。
注意:
ルールおよびOracle高可用性アダプタへの変更は、同一グループ内の他のサーバーへ伝播されます。つまり、すべてのルールおよびOracle高可用性アダプタの構成は、自動的に同期されることになります。他の構成の変更は同期されません。たとえば、マルチサーバー・ドメイン内の1つのサーバーで記録/再生またはJMSアダプタの構成を変更する場合、これらの変更は同一グループ内の他のサーバーには同期されません。詳細は、次を参照してください。
詳細は、次を参照してください。
イベント・インスペクタのサービスを使用して次のことを実行できます:
開発中にOracle CQL問合せのテストやデバッグを行うためにイベント・インスペクタのサービスを使用できます。
詳細は、次を参照してください。
キャッシュとはイベントの一時保存領域で、Oracle Stream Analyticsアプリケーションの全体のパフォーマンスを向上するために排他的に作成され、アプリケーションが正常に機能するためには必要ありません。Oracle Stream Analyticsアプリケーションはオプションでイベントをキャッシュにパブリッシュしたりキャッシュから消費したりして、イベントの可用性およびアプリケーションのパフォーマンスを向上させることができます。
キャッシング・システムは、キャッシング実装の構成済インスタンスを示します。キャッシング・システムは、構成済キャッシュの名前付きセットを定義する他、それらの任意のキャッシュが複数のマシン上に分散配置されている場合には、リモート通信の構成も定義します。
Oracle Stream Analyticsは、次のキャッシュ・システムをサポートします。
注意:
Oracle Stream AnalyticsをOracle Coherenceと組み合せて使用するには、Coherence Enterprise Edition、Coherence Grid Edition、Oracle WebLogic Application Gridのライセンスなどの有効なOracle Coherenceライセンスを取得する必要があります。Oracle Coherenceの詳細は、
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/coherence/overview/index.htmlを参照してください。
詳細は、「マルチサーバー・ドメイン」を参照してください。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してOracle Stream AnalyticsサーバーのOracle Stream Analyticsアプリケーション・デプロイメントを表示、追加または削除する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーにデプロイされたアプリケーションを表示できます。
サーバーにデプロイされたアプリケーションの表示
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーにデプロイされたアプリケーション・ライブラリを表示できます。
次を表示できます。
サーバーにデプロイされたアプリケーション・ライブラリの表示
図9-2で示すように「拡張機能ライブラリ」タブが表示されます。
図9-2 「拡張機能ライブラリ」タブ

表9-2で示すようにデプロイされたアプリケーション・ライブラリのリストを表示します。
| 表9-2 アプリケーション拡張機能ライブラリの属性
|
図9-3で示すように「ライブラリ」タブが表示されます。
図9-3 「ライブラリ」タブ

表9-3で示すようにデプロイされたアプリケーション・ライブラリのリストを表示します。
| 表9-3 アプリケーション・ライブラリの属性
|
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してJetty Webサーバーの構成を表示、編集する方法、およびOracle Stream AnalyticsサーバーのJettyワーク・マネージャの構成を表示する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「Jettyの管理」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream AnalyticsサーバーのJetty Webサーバー構成を表示できます。
Jetty Web Server構成の表示
Oracle Event Processing Visualizerを使用すると、Oracle Event Processingサーバーに構成されているJettyサーバーの構成の表示のみを行えます。構成を変更するには、サーバーのconfig.xmlファイルを手動で更新する必要があります。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーのワーク・マネージャ構成を表示できます。
ワーク・マネージャ構成の表示
「最小スレッド数」: サーバーがタスク実行時の初期所要時間を短縮する目的で割り当てる最小スレッド数。 「最大スレッド数」: 制約付きワーク・セットからのリクエストを同時に実行するスレッドの最大数。 「フェア・シェア」: リクエストの処理に必要な平均スレッド使用時間。 この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してOracle Stream Analyticsで使用するJava Management Extensions (JMX)構成を表示する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「JMXの管理」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream AnalyticsサーバーのJMX構成を表示できます。
JMX構成の表示
jndi-service-name: JMXサーバーが自身のオブジェクトをバインドするJNDIサービスの名前 rmi-service-name: JMXサーバーが呼出しを受信するために登録するRMIサービスの名前 rmi-jrmp-port: RMI JRMP JMXリクエストをリスニングするポート。 rmi-registry-port: RMIRegistryを開始するポート Oracle Stream Analyticsは、JRMPプロトコルをサポートしていません。Oracle Stream Analytics JMXクライアントは、rmi-jrmp-portまたはrmi-registry-portプロパティを使用しません。かわりに、JMXクライアントは、Oracle Stream Analytics JMXサーバーへのローカル・アクセスとリモート・アクセスのどちらの場合にも、よりセキュアなMSAプロトコルを使用する必要があります。
localhost上またはリモート・ホスト上で動作しているOracle Stream Analytics JMXサーバーに接続する際には、必ずJMX URL service:jmx:msarmi://HOST-NAME:PORT/jndi/jmxconnectorを使用することで、常にMSAコネクタが使用されるようにする必要があります(ここで、HOST-NAMEはlocalhost、リモート・ホスト名のいずれか、PORTはOracle Stream AnalyticsサーバーのJNDIポートです)。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してOracle Stream Analyticsで使用するデータ・ソース構成を表示、編集および追加する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「データ・ソースの管理」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーのデータ・ソース構成を表示できます。
データ・ソース構成の表示
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーのデータ・ソース構成を編集できます。
データ・ソース構成の編集
「データソース」ダイアログが表示されます。
| 表12-1 データソースの編集:「データソース」のパラメータ
|
「グローバル・トランザクション・プロトコル」タブが表示されます。
| 表12-2 データソースの編集:「グローバル・トランザクション・プロトコル」のパラメータ
|
| 表12-3 データソースの編集:「接続プール」のパラメータ
|
Oracle Stream Analyticsサーバー構成内でデータ・ソースが更新されます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーのデータ・ソース構成を追加できます。
データ・ソース構成の追加
図12-6で示すように新規データソースダイアログが表示されます。次の3つのアコーディオン・タブがあります。
| 表12-4 新規データソース:「データ・ソース」のパラメータ
|
「グローバル・トランザクション・プロトコル」タブが表示されます。
| 表12-5 新規データソース:「グローバル・トランザクション・プロトコル」のパラメータ
|
| 表12-6 新規データソース:「接続プール」のパラメータ
|
新しいデータ・ソースがOracle Stream Analyticsサーバーの構成に追加されます。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してOracle Stream Analyticsで使用するHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネルを表示、追加または削除する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、次のようなOracle Stream Analyticsサーバーで現在開いているHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネルを表示できます。
config.xmlで構成され、Oracle Stream Analytics Visualizer自体で使用されるチャネル。 config.xmlでは構成されず、Oracle Stream Analyticsサーバーの実行時に動的に作成されるチャネル。動的チャネルでは、このチャネルに送信されたメッセージ数やサブスクライバ数など、統計情報を表示できます。動的チャネルの構成は読取り専用です。 HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネルの表示
右ペインに、Oracle Stream Analyticsに構成されたHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーのリストを示す表が表示されます。
pubsubという名前です。図13-1に示すようなHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・プロパティダイアログが表示されます。
図13-1 HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーの「チャネル」のリスト

「チャネル」表に、アクティブなチャネルがすべて表示されます。「ステータス」列はチャネル・タイプを示します。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネルを追加できます。
HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネルの追加
右ペインに、Oracle Stream Analyticsに構成されたHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーのリストを示す表が表示されます。
pubsubという名前です。チャネルは、/mychannelのように/で始まる必要があります。
複数を選択するには、[Ctrl]キーを押し下げます。
ペイン右上の「チャネル」表に、新しいチャネルが表示されます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネルを追加できます。
HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネルの削除
右ペインに、Oracle Stream Analyticsに構成されたHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーのリストを示す表が表示されます。
pubsubという名前です。Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、選択したOracle Stream Analyticsサーバーでイベント・インスペクタ・サービスが使用するHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーを構成できます。
詳細は、「イベント・インスペクタ・サービスの管理」を参照してください。
イベント・インスペクタ・サービスHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーの構成
図14-1に示すような「イベント・インスペクタ」タブが表示されます。
図14-1 「イベント・インスペクタ」タブ

| 表14-1 「イベント・インスペクタ」のオプション
|
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、イベント・リポジトリを介して使用可能なイベントのプロパティを表示する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「イベント・タイプ・リポジトリの管理」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、イベント・タイプ・リポジトリを表示できます。
イベント・タイプ・リポジトリの表示
右ペインの「Event Name」表に、サーバーのアプリケーションで使用されるすべてのイベント・タイプのリストが表示されます。
firstとlast(Strings)、およびage(整数)を含む単純なNameイベント・タイプは、次のように表示されます。注意:
デフォルトのロード・ジェネレータおよびCSVアダプタは、使用可能な
OracleL2StockTick、OracleStockTickおよびOracleStockTrendイベント・タイプを提供します。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、Oracle Stream Analyticsで使用する永続イベント・ストアのプロパティを表示する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「永続イベント・ストアの管理」を参照してください。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、マルチサーバー・ドメイン(クラスタ)の各局面を管理する方法(ネイティブおよびCoherenceクラスタ・メンバーシップやトポロジ・ダイアグラムの表示、キャッシュ情報の表示など)について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
デフォルトおよびユーザー定義のクラスタ・グループ、それらのグループに属するサーバー、およびそれらのグループにデプロイされているアプリケーションを表示できます。
デフォルトでは、各サーバーと同じ名前を持つグループがサーバーごとに1つずつ存在する他、ドメイン内のすべてのサーバーを表すAllDomainMembersという名前のグループも存在しています。さらに、クラスタの構成時にカスタム・グループを定義できます。
アプリケーションは、クラスタ・グループにデプロイすることも、個々のサーバーにデプロイすることもできます。クラスタ・グループにデプロイした場合、アプリケーションの所属先はそのグループ内の個々のサーバーではなく、そのグループになります。個々のサーバーにデプロイした場合、アプリケーションはそのサーバー固有のグループに属します。
詳細は、次を参照してください。
クラスタ・グループのメンバーシップの表示
次に例を示します。
testgroupには図17-1に示すように、2つのサーバー(WLEvServer-1とWLEvServer-2)および1つのアプリケーション(helloworld)が含まれています。 WLEvServer-1には、1つのサーバー(WLEvServer-1)が含まれていますが、アプリケーションは1つも含まれていません。その「アプリケーション」ノードの下に表示されている「helloworld」アプリケーションの所属先はグループtestgroupであり、サーバーWLEvServer-1ではありません。 WLEvServer-2には、1つのサーバー(WLEvServer-2)と1つのアプリケーション(fx)が含まれています。fxアプリケーションはサーバーWLEvServer-2にデプロイされたものです。その「アプリケーション」ノードの下に表示されている「helloworld」アプリケーションの所属先はグループtestgroupであり、サーバーWLEvServer-2ではありません。 Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、クラスタの実装にかかわらず、クラスタのすべてのトポロジを表示できます。また、クラスタ・グループのプロパティやサーバー・インスタンスのプロパティを表示することもできます。
Oracle Stream Analytics高可用性アプリケーションをデプロイした場合、Oracle Stream Analytics高可用性トポロジを表示できます。詳細は、「高可用性クラスタ・トポロジの表示」を参照してください。
クラスタリングにOracle Coherenceを使用する場合は、Oracle Coherenceトポロジを表示できます。詳細は、「Oracle Coherenceクラスタ・トポロジの表示」を参照してください。
すべてのクラスタ・トポロジの表示
図17-2で示すように「トポロジ」タブが表示されます。
図17-2 「クラスタ」の「トポロジ」タブ

このタブには、クラスタの実装にかかわらず、すべてのクラスタ・グループが表示されます。
クラスタ・グループ内で、プライマリ・サーバーは図17-3で示すアイコンで識別されます。図17-2の場合、プライマリ・サーバーはCEPServer1です。
図17-3 プライマリ・サーバー
「トポロジ」キャンバスの上部にある各種ツールの詳細は、「クラスタ・トポロジ図の管理」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle高可用性クラスタ・トポロジを表示できます。また、クラスタ・グループのプロパティやサーバー・インスタンスのプロパティを表示することもできます。
高可用性クラスタ・トポロジの表示
Oracle Stream Analytics高可用性アプリケーションの場合、「トポロジ」タブを使用して次を実行できます。
「高可用性構成の視覚化」を参照してください
「高可用性およびスケーラビリティ構成の視覚化」を参照してください。
「トポロジ」キャンバスの上部にある各種ツールの詳細は、「クラスタ・トポロジ図の管理」を参照してください。
図17-5 「グループ・メンバー」タブ

Oracle Stream Analytics高可用性アプリケーションの場合、「トポロジ」タブには、通知グループがデプロイメント・グループの内側にネストされて表示されます。
図17-6では、デプロイメント・グループはMyDeploymentGroup、通知グループはActiveActiveGroupBean_group1です。
図17-6 「クラスタ」の「トポロジ」タブ: Oracle Stream Analytics高可用性

プライマリ・サーバーは図17-7で示すアイコンで識別されます。図17-6の場合、プライマリ・サーバーはCEPServer2です。
図17-7 プライマリ・サーバー
ストリーム・データ・ソースはプライマリ・サーバーとセカンダリ・サーバーの両方に入力されますが、イベントを出力するのはプライマリ・サーバーのみです。CEPServer2がダウンすると、Oracle高可用性フェイルオーバーが発生し、CEPServer1がActiveActiveGroupBean_group1の新しいプライマリとして、イベントの出力を再開します。CEPServer2はオンライン状態に戻ると、ActiveActiveGroupBean_group1にセカンダリ・サーバーとして再び参加します。
「トポロジ」キャンバスの上部にある各種ツールの詳細は、「クラスタ・トポロジ図の管理」を参照してください。
高可用性とスケーラビリティを組み合せたOracle Stream Analytics高可用性アプリケーションの場合、「トポロジ」タブに、通知グループがデプロイメント・グループの内側にネストされて表示されます。
図17-8では、デプロイメント・グループはMyDeploymentGroup、通知グループはActiveActiveGroupBean_group1とActiveActiveGroupBean_group2です。
図17-8 「クラスタ」の「トポロジ」タブ: Oracle Stream Analytics高可用性およびスケーラビリティ

プライマリ・サーバーは図17-9で示すアイコンで識別されます。図17-8では、通知グループActiveActiveGroupBean_group1のプライマリ・サーバーはCEPServer1、通知グループActiveActiveGroupBean_group2のプライマリ・サーバーはCEPServer3です。
図17-9 プライマリ・サーバー
ストリーム・データ・ソースは各通知グループ内のプライマリ・サーバーとセカンダリ・サーバーの両方に入力されますが、イベントを出力するのは、各通知グループ内のプライマリ・サーバーのみです。各通知グループが入力データの異なるサブセットを処理できるように、(JMSセレクタによって)ストリーム・データ・ソースが分割されます。Oracle Stream Analytics Visualizerではこれが、通知グループごとに異なる色の線で示されます。たとえば、ActiveActiveGroupBean_group1がaccountID <= 500のイベントを処理し、ActiveActiveGroupBean_group2がaccountID > 500のイベントを処理するとします。CEPServer1とCEPServer2はどちらもaccountID <= 500のイベントを並行して処理し、CEPServer3とCEPServer4はaccountID > 500のイベントを並行して処理します。CEPServer1がダウンすると、Oracle高可用性フェイルオーバーが発生し、CEPServer2がActiveActiveGroupBean_group1の新しいプライマリとして、イベントの出力を再開します。CEPServer1はオンライン状態に戻ると、ActiveActiveGroupBean_group1にセカンダリ・サーバーとして再び参加します。
「トポロジ」キャンバスの上部にある各種ツールの詳細は、「クラスタ・トポロジ図の管理」を参照してください。
Oracle Coherenceクラスタリングを使用している場合、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle Coherenceクラスタのトポロジ、クラスタ・グループのプロパティおよびサーバー・インスタンスのプロパティを表示できます。
クラスタリングの実装にかかわらず、すべてのクラスタリング・トポロジを表示するには、「すべてのクラスタ・トポロジの表示」を参照してください。
Oracle Coherenceクラスタ・トポロジの表示
図17-10で示すように「トポロジ」タブが表示されます。
図17-10 Oracleの「Coherence」「クラスタ」「トポロジ」タブ

このタブには、Oracle Coherenceクラスタリング実装が管理するすべてのクラスタ・グループが表示されます。
「トポロジ」キャンバスの上部にある各種ツールの詳細は、「クラスタ・トポロジ図の管理」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle Coherenceクラスタ内の任意のノードやすべてのノードについて、プロパティの組合せを比較できます。Oracle Coherenceクラスタ内の選択されたノードについて、選択されたプロパティのリストを表示できます。
問題の根本原因が判明したら、Oracle Coherenceパラメータを調整して問題を解決できます。詳細は、「Oracle Coherenceのチューニング」を参照してください。
Oracle Coherenceクラスタ内のノードの監視
グラフごとに指定可能なプロパティの数は、最大1個です。
| 表17-1 「マルチノード・モニター」タブで監視可能なプロパティ
|
選択したノードのプロパティが、「ノードのプロパティ」リストに表示されます。
| 表17-2 「ノード詳細ビュー」タブで監視可能なプロパティ
|
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、Oracle Coherenceの広範なキャッシュ・パラメータを監視したり、パラメータ値をグラフで比較したりすることで、パフォーマンスや動作に関する問題を特定して診断できます。
問題の根本原因が判明したら、Oracle Coherenceパラメータを調整して問題を解決できます。詳細は、「Oracle Coherenceのチューニング」を参照してください。
Oracle Coherenceキャッシュの監視
| 表17-3 「キャッシュ・チャート」タブの列およびプロパティ
|
グラフごとに指定可能なプロパティの数は、最大1個です。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、広範なOracle Coherenceパラメータを表示および変更してOracle Coherenceパフォーマンスを正確に調整できます。
注意:
一部変更できないOracle Coherenceパラメータもあります。詳細は、Oracle Coherenceのドキュメントを参照してください。
問題の根本原因を特定するには、Oracle Coherenceパラメータを監視できます。詳細は、次を参照してください。
Oracle Coherenceのチューニング
表17-4は、選択したキャッシュの表示とチューニングが可能なプロパティのリストです。すべてのプロパティは、Oracle Coherenceのhttp://download.oracle.com/otn_hosted_doc/coherence/340/com/tangosol/net/management/Registry.htmlに基づいています。
| 表17-4 「キャッシュのチューニング」:プロパティ
|
変更内容を適用するには、「保存」ボタンをクリックします。
変更を破棄するには、「取消」ボタンをクリックします。
表17-5は、選択したキャッシュの起動が可能な操作のリストを示します。
| 表17-5 「キャッシュのチューニング」:操作
|
図17-15 「チューニング」タブ:「ノードのチューニング」
表17-6は、選択したキャッシュの表示とチューニングが可能なプロパティのリストです。すべてのプロパティは、Oracle Coherenceのhttp://download.oracle.com/otn_hosted_doc/coherence/340/com/tangosol/net/management/Registry.htmlに基づいています。
| 表17-6 「ノードのチューニング」:プロパティ
|
変更内容を適用するには、「保存」ボタンをクリックします。
変更を破棄するには、「取消」ボタンをクリックします。
表17-5は、選択したノードの起動が可能な操作のリストを示します。
| 表17-7 「ノードのチューニング」:操作
|
図17-16 「チューニング」タブ:「サービスのチューニング」
表17-8は、選択されたキャッシュで表示およびチューニング可能なプロパティの一覧です。すべてのプロパティは、Oracle Coherenceのhttp://download.oracle.com/otn_hosted_doc/coherence/340/com/tangosol/net/management/Registry.htmlに基づいています。
| 表17-8 「サービスのチューニング」:プロパティ
|
変更内容を適用するには、「保存」ボタンをクリックします。
変更を破棄するには、「取消」ボタンをクリックします。
表17-9は、選択したサービスの起動が可能な操作のリストを示します。
| 表17-9 「サービスのチューニング」:「操作」
|
この項では、図17-17で示すように、トポロジ・キャンバスの上部にある様々なツールについて説明します。
図17-17 クラスタ・トポロジ・ツール
これらのツールは、クラスタ・トポロジのトポロジ図を管理するために使用します。
「すべてのグループを表示」オプションを選択すると、「クラスタ・グループ/サーバー」タブで一覧表示されたすべてのクラスタ・トポロジ・グループ(AllDomainMembersグループやサーバー単位のグループも含む)が表示されます。
このオプションはデフォルトでは選択解除されていますが、これは、「クラスタ」の「トポロジ」タブ上の煩雑さを減らし、ユーザーが最も重要なグループに集中できるようにするためです。
「ズーム」スライダを使用すると、ズーム・レベルを増減できます。これは、「ズーム・イン」および「ズーム・アウト」ボタンを使用した操作のかわりになります(「ズーム・インおよびズーム・アウト」を参照してください)。
「ズーム・イン」および「ズーム・アウト」ボタンをクリックすると、ズーム・レベルが変化します。これは、「ズーム」スライダを使用した操作のかわりになります(「ズーム」を参照してください)。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してOracle Stream Analyticsサーバーのロギング・サービスとコンポーネント・ロガーを表示および構成する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「ログの管理」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーのロギング・システムを構成できます。デフォルトでは、このロギング構成がすべてのコンポーネントに適用されます。
コンポーネント固有のロギング・オプションを構成するには、「コンポーネント・ロガーの構成」を参照してください。
サーバー・ロギング・サービスの構成
| 表18-1 「ロギング・サービス」のオプション
|
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択されたコンポーネントのロギング・プロパティを構成できます。表18-2は、デフォルトで「注意」ログ・レベルでロギングするように構成されたコンポーネントのリストです。
この項では、次のことを行う方法について説明します。
すべてのコンポーネントに適用されるロギング・プロパティを構成するには、「サーバー・ロギング・サービスの構成」を参照してください。
コンポーネント・ロガーの追加
図18-2で示すように「コンポーネント・ログ設定」タブが表示されます。
図18-2 「コンポーネント・ログ設定」タブ
次のいずれかを選択できます。
表18-2 ロギング・コンポーネント名の定数
| コンポーネント名 | 説明 |
|---|---|
| Oracle Stream Analyticsサーバーで実行中のアダプタ・インスタンスからのログ・メッセージに適用されます。 |
| Oracle Stream Analyticsサーバーで実行中のキャッシュ・システムおよびキャッシュ・インスタンスからのログ・メッセージに適用されます。 |
| Oracle Stream Analyticsサーバーで実行中のチャネルからのログ・メッセージに適用されます。 |
| Oracle Stream Analyticsサーバーで実行中のOracle CQLプロセッサからのログ・メッセージに適用されます。 |
| 各CQLプロセッサのコアにあるCQLエンジンからのログ・メッセージに適用されます。 |
| 各CQLプロセッサのコアにあるCQLエンジンからのログ・メッセージに適用されます。 |
| Oracle Stream Analyticsサーバー・イベント・ディスパッチ・インフラストラクチャのイベント駆動環境からのログ・メッセージに適用されます。 |
|
<May 26, 2009 5:53:49 PM PDT> <Info> <EventTrace> <BEA-000000> <Application [helloworld], Stage [helloworldOutputChannel] received insert event> 重大度が <May 26, 2009 6:02:34 PM PDT> <Debug> <EventTrace> <BEA-000000> <Application [helloworld], Stage [helloworldOutputChannel] received insert event [HelloWorldEvent: HelloWorld - the current time is: 6:02:34 PM]> |
| Oracle Stream Analyticsサーバーとアプリケーション・ライフサイクル操作からのログ・メッセージに適用されます。 |
| Oracle Stream Analyticsサーバーの一般的なJMX関連管理のAPI操作からのログ・メッセージに適用されます。 |
| Oracle Stream Analyticsサーバーの監視サービスからのログ・メッセージに適用されます。 |
| Oracle Stream Analyticsサーバーのイベント記録および再生操作からのログ・メッセージに適用されます。 |
| Springコンテナ操作からのログ・メッセージに適用されます。 |
| Oracle Stream Analyticsサーバーで実行中のストリーム・インスタンスからのログ・メッセージに適用されます。 |
sample.HelloWorldです。 com.bea.wlevs.edeです。 com.bea.wlevs.cep.core.EPRuntimeImplです。 緊急 アラート クリティカル エラー 警告 注意 情報 デバッグ トレース コンポーネントと重大度レベルが表内に表示されます。
コンポーネントのロギング・レベルの変更
図18-3で示すように「コンポーネント・ログ設定」タブが表示されます。
図18-3 「コンポーネント・ログ設定」タブ
緊急 アラート クリティカル エラー 警告 注意 情報 デバッグ トレース 新しい重大度レベルが表内に表示されます。
コンポーネント・ロガーを削除するには:
コンポーネント・ロガーが表から削除されます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーのログに関する問合せを実行できます。ログ問合せ機能を使用すると、選択されたログ・ファイル内の情報を表示できます。
ログの問合せ
LogFile: 問合せを行うログ・ファイルをドロップダウンから選択します。 「重大度」:LogFileドロップダウンで選択されたログ・ファイルの重大度を選択します。 最大数: 選択されたログ・ファイルで表示する最大ログ行数を入力します。 開始時間: 問合せの実行を開始する時刻を選択します。 終了時間: 問合せを停止する時刻を選択します。 選択したOracle Stream Analyticsサーバーの選択したログ・ファイルの問合せ条件に一致するすべてのログ・メッセージは、図18-7で示すように「ログ」ペインに表示されます。
図18-7 ログの問合せ画面 - ログが表示された状態
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、選択したOracle Stream Analyticsサーバーのコンソール出力を表示できます。
コンソール出力の表示
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerで実行できるセキュリティ・タスクを紹介し、これには、ユーザー、グループおよびロールの管理や、HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネルのセキュリティとSSLの管理があります。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Stream Analyticsの管理のビジュアライザのセキュリティに関する項も参照してください。
Oracle Stream Analyticsでは、ロール・ベースの認可制御を使用して、Oracle Stream Analytics Visualizerおよびwlevs.Adminコマンドライン・ユーティリティを保護します。すぐに使用できるデフォルトのセキュリティ・グループが各種存在しています。ユーザーを様々なグループに追加することにより、ユーザーへの様々なロールの割当ができます。
Oracle Stream Analytics Visualizer、wlevs.AdminまたはJMXを使用するカスタム管理アプリケーションを使用してOracle Stream Analyticsインスタンスに接続する管理者は、ロール・ベースの認可を使用してアクセス権を取得します。
また、ロール・ベースの認可を使用して、HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーへのアクセス権を制御できます。
次の2種類のロールがあります。
デフォルトでは、管理者ユーザーは任意のアプリケーションへアクセスできますが、非管理者ユーザーはすべてのアプリケーションへはアクセスできません。非管理者ユーザーがアプリケーションへアクセスする前に、管理者ユーザーはユーザーに関連するアプリケーション・ロールを付与する必要があります。
Oracle Stream Analytics Visualizerまたはwlevs.Adminの使用時に正常に認証されたユーザーには、そのグループ・メンバーシップに基づいてロールが割り当てられますが、その後の管理機能へのアクセスは、そのユーザーが保持するロールに従って制限されます。匿名ユーザー(認証されていないユーザー)は、Oracle Stream Analytics Visualizerまたはwlevs.Adminへのアクセス権を持ちません。
管理者が「構成ウィザード」を使用して新規ドメインを作成するとき、wlevsAdministratorsグループの一部となる管理者ユーザーを入力します。デフォルトでは、この情報はファイルベースのプロバイダ・のファイルストア内に格納されます。パスワードは、SHA-256アルゴリズムを使用してハッシュされます。デフォルトの管理者ユーザーの名前はoepadminで、パスワードはwelcome1です。
表19-1は、新規ドメイン作成直後に使用可能なデフォルトのOracle Stream Analyticsタスク・ロールや、それらのロールに割り当てられるグループ名を説明しています。
| 表19-1 デフォルトのOracle Stream Analyticsタスク・ロールおよびグループ
|
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して既存ドメイン用のグループを作成し、ロールをグループに割り当てます。ユーザーをグループに割り当てると、そのユーザーにはロールによって許可されるアクションを実行する権限が与えられます。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、次のことを行えます。
Oracle Stream Analyticsは、HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー(HTTP pub-sub server)を提供し、これは、Webクライアントがチャネルをサブスクライブし(JMSの内容と類似)、HTTP経由で非同期メッセージを使用してメッセージをチャネルへパブリッシュして、使用可能な状態になるとメッセージを受信するためにチャネルをサブスクライブするメカニズムです。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、どのユーザーがHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネルへアクセスできるかを指定できます。
詳細は、次を参照してください。
Oracle Stream Analyticsには一方向のSecure Sockets Layer (SSL)が用意されていますが、これは、Oracle Stream Analytics VisualizerとOracle Stream Analyticsサーバー・インスタンス間、マルチサーバー・ドメインのOracle Stream Analyticsサーバー・インスタンス間、およびwlevs.Adminコマンドライン・ユーティリティとOracle Stream Analyticsサーバー・インスタンス間のネットワーク・トラフィックを保護するためのものです。
Oracle Stream Analyticsサーバーのconfig.xmlファイル内のSSLを構成します。デフォルトで、構成ウィザードはOracle/Middleware/my_oep/user_projects/domains/DOMAIN_DIR/servername/configディレクトリにあるconfig.xmlファイルを作成します。
詳細は、次を参照してください。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してユーザー・アカウント(ユーザー・パスワードなど)を作成、編集および削除する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「ユーザー、グループ、およびロールの管理」を参照してください。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用すると、ユーザーを作成できます。
ユーザーの作成
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。| 表20-1 「ユーザーの追加」パネルの属性
|
アカウントが正常に作成されると、確認メッセージが表示されます。
既存ユーザーの構成を編集できます。
パスワードを編集するには、「ユーザーのパスワードの変更」を参照してください。
ユーザーの編集
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。| 表20-2 「ユーザーの変更」パネルの属性
|
既存ユーザーのパスワードを変更できます。
他のユーザーの構成オプションを変更するには、「ユーザーの編集」を参照してください。
ユーザーのパスワードの変更
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。| 表20-3 「ユーザーの変更」パネルの属性
|
パスワードが正常に変更されると、確認メッセージが表示されます。
既存ユーザーを削除できます。ただし、構成ウィザードを使用してドメインが作成されたときに管理者ユーザーは元々ドメインに構成されているため、デフォルトの管理者ユーザーは削除できません。
ユーザーの削除
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。アカウントが正常に削除されると、確認メッセージが表示されます。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用してユーザー・グループを作成、編集および削除する方法(グループ・メンバーシップの編集方法や、グループをロールにマッピングする方法など)について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
「ユーザー、グループ、およびロールの管理」も参照してください。ユーザーが割り当てられる先のグループを変更するには、「ユーザーの編集」を参照してください。
Oracle Stream Analyticsはデフォルトで、順にロールにマップされるグループ・セットを使用して構成されます。詳細は、「ユーザー、グループ、およびロールの管理」を参照してください。
この項では、新規グループの作成方法を説明します。
グループの作成
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。| 表21-1 「グループの追加」パネルの属性
|
グループが正常に作成されると、確認メッセージが表示されます。
デフォルトのグループを含む既存グループを変更し、グループがマップする対象のロールを変更できます。
グループ・ロールの変更
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。| 表21-2 「グループの変更」パネルの属性
|
グループが正常に変更されると、確認メッセージが表示されます。
Oracle Stream Analyticsはデフォルトで、順にロールにマップされるグループ・セットを使用して構成され、デフォルトのグループは削除できません。詳細は、「ユーザー、グループ、およびロールの管理」を参照してください。
この項では、作成したグループの削除方法を説明します。
グループの削除
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。グループが正常に削除されると、確認メッセージが表示されます。
この章では、Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、権限をユーザー・グループに関連付けるロールを作成および削除する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
詳細は、「ユーザー、グループ、およびロールの管理」を参照してください。
Oracle Stream Analyticsはデフォルトで、順にグループにマップされるタスク・ロール・セットを使用して構成されます。詳細は、「ユーザー、グループ、およびロールの管理」を参照してください。
この項では、新規アプリケーション・ロールの作成方法を説明します。
アプリケーション・ロールの作成
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。アプリケーション・ロールが正常に作成されると、確認メッセージが表示されます。
Oracle Stream Analyticsはデフォルトで、順にグループにマップされるロール・セットを使用して構成され、これらのデフォルトのロールは削除できません。詳細は、「ユーザー、グループ、およびロールの管理」を参照してください。
この項では、作成したロールの削除方法を説明します。
ロールの削除
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。ロールが正常に削除されると、確認メッセージが表示されます。
たとえば、管理者でないユーザーtestOEPがBusinessUserグループに所属し、アプリケーションfxにアクセスする必要がある場合、次の手順によってユーザーtestOEPに必要なアクセスを設定できます。
アプリケーションへのアクセスを許可するユーザーへのアプリケーション・ロールの追加
「ロール名」: fxRole。「アプリケーション名」: fxラジオ・ボタンを選択
「グループ名」: fxGroup「ロールあり」: fxRole。
「ユーザー名」: testOEP「グループに所属」: fxGroup
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーに構成されているHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・チャネルへのパブリッシュが許可されるロールを指定できます。
詳細は、「HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバー・チャネル・セキュリティ管理」を参照してください。
HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・チャネルのセキュリティの構成
Adminロールを持つユーザーとしてログオンします。 右ペインに、Oracle Stream Analyticsに構成されたHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーのリストを示す表が表示されます。
pubsubという名前です。 1つ以上のロールを選択する場合は、[Ctrl]キーを使用します。
Oracle Stream Analytics Visualizerを使用して、Oracle Stream AnalyticsサーバーのSSL構成を表示できます。構成を変更するには、サーバーのconfig.xmlファイルを手動で更新する必要があります。
詳細は、「SSLの管理」を参照してください。
サーバーのSSL構成の表示
図24-1 「SSL」タブ
デフォルトの構成名はsslConfigです。
表24-1では、SSL構成オプションのリストを示しています。
| 表24-1 「SSL」オプション
|
この付録では、Oracle Continuous Query Language (Oracle CQL)問合せテンプレートで使用されているスキーマのXSDを示します。
次の例では、Oracle CQLの「問合せウィザード」で使用するテンプレートを作成するときに使用するXMLスキーマ・ドキュメント(XSD)をリストします。